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他大革命の過程で 、それまでか
く、
ち訟の未公袋文献をも存分

くされていた事
ga明るみにだ
に駆使して 、一九四五年から一

されたり 、あるいは多訟の毛沢
九五九年までの期間 、つまり第

東の宋
公開
文献や
フルシ
チョ
フ
二次
大料後の
世界秩
序
を方
向づ

とい中わソで 捜
官事�;t国か
間つ
にて

長二‘迄�
日

。

閉山怒とその
失欺、一九五O年の

中ソ友好同
慰抱一五緩助努約の締

結をめぐっ
て毛沢東とスターリ

ンとの問で行われたかけひき 、

朝
鮮戦争の勃
空包。闘の
参時お

よび中国の山県北地方における…尚

尚の ，独立
主的e
などに関連し

緊

張

と

違

和

克

明

に

追

う

pが存在するとみることはタプl
の回顧録などが公表されたこと

で
あっ
たが 、
その
よ
う
な
時代
に
によっ

て、
解明しが
た
かっ
た
問

おいても、わが国の一部の研究
題のかなりの部分がしだいに明

者を含めて中ソ
関係を冷静に観
自になりつつある 。

察していた研究者は 、中ソ聞の
本容はそうした先学者の研究

緊張
と違和をかなり適確にとら
成果
亭平分とりいれた上で 、中

・
え

てい
た 。
そし
て中
ソ詩

争や
文
ソ

両国
の
公
式
文
献
ば
か
り
で
な

けたヤルタ体制の形成から、中

ソ対立が
公然佑される磁的まで

の時期に 、中ソ問に
存在した緊

張
と述
和
を
克
明
に
記
述
し

て
い

る 。そこでは、
戦後の叙年間にお

ける米ソの中国政策に
み〆りれる

た中ソの抗争、フルシチョフ時

代における台湾海峡危概あるい

は中国の原熔間売などに閲する

中ソの軍事・防術論争などの問

題が
とりあげられ 、
随所に大胆

な仮定がたてられている 。

しか
し中ソ聞にどのような緊

唱
とげLhー
が
ある
とし
て
も 、
的方

そこには二定の復元いががつ

ねに作間してきだ事実を問符ナ

るこレιはできない 。者ぷはその

点に初日レているが 、
本設では

その
辺犯行同側面が＋分に指かれ

ているとはいえない 。
治省も
の

べているぷうに 、中ソ
片品をど

の
よ
う
ロ．
M
識
す
る
か
は、
現
代
史

に
お
け
る
き
わ
め
て
質
実・一』
話
路
で

あ
っ
た
し、
今
後
も
そ
う
で
あ
り
説

ける一郎一誌は問題であるだけに、

中ソ間につねに作用する二定

の目白冗力句こそ明らかにしてほ

しかっ
た。

（中央公論社・一
七00円）
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所所員
平松
茂誌

Ii 
II 

明されている 。

情念論の基本体系は、
前ι凡で

喫関されている 。
不安、
問山川 、

われかれは情念（パトス）の一現代の
人びとにたいし 、それの
そのことは 、人倫の
草
案
用語 、
壁 、
震、恥といった

‘
世
界の
なか
で
暮らし

て
い
る 。
本一
形成の
基両国
を与え
る
もの
とし
て
っ

た
後補
で
と
く
に
よ
く
宛
ら
れ
畑
序で識論が
滋め
られ
る 。
人悶

轡の著
者
に
よれ
ば、
社会
を
支
え、
本容
は
重要な
意義をもつ
であ
ろ
る 。
私
も
含めて
だが 、
多く
の
読
の
も
っ

と
も強い
本能
であ
る作一
存

ているのは理性よりむしろ情念
4

．

である 。倫理の
望も
霊長－

f、

乙
〉
露

支払

こ
J

C
認
す
討
汚

れては
支られない 。その情念一

て／
れ
引

d
iι
均
五刈2

2、
i

v i
一丈
R

は 、
じつ
は
非理
性的
で
も無
段
則

でもなく 、それにはロゴスがは
う 。

者にとって、まず俊一河から読む
烹欲から出発し 、それとのかか

たらいている 。本替は情念の基戸
著者ば西洋、中国 、日本の多
ほうが分かりゃすいかもしれな
わりで情念と連
句か人間的特性

本尿
意秩序を追究し

lそれ一控
室
警
護に引用して芝宇
い 。
室内
妻、市場 、
常民主
として発展する必然性
裂かれ

内ゆえ「情念の形而上学」であ否
的
考察を深めつつ1じかもその
活、家族の四項目に円高出現され 、
る 。本替は全体的な人間ぬとし

町一
本
お
障の
文佑や
生活
で
の
多様
結論
をわれ
われ
の
身辺の
問題
に
全体が
応報の
原理
（ア
リスト

テ
て
童
要で
あ
る 。

九な
あ
ら
われ
につ
いて
解明し

て
い ‘
ま
で
適
用
K
それ
をきわ
め
て
平
レスの
重点ナと
関連
づけて
論
じら

煩
（わず
ら）
う
とい
うこ
と、

ふる 。倫理観にかんして迷い多いJ明な言葉で語っている 。

れる）を主軸として有一的に説
すなわち不安にたいする夜間は

神
？尺
惣一
郎
著

向訟の円－一人めの証（あかし）で

あり 、
ぞれは文化を昨町民一己せる

効力になるとして 、
文化におけ

る
何

お

パ品京
税
か
れ
る。
そ
う

し
た
消
論
が
諸
所
に
展
開
さ
れ
て
お

り、
私
に
泌
が
常
に
興
味
ふ
か
く
思

わ
れ
た。

カントの時間論に新た芯内出…

を与え、
アリストテレスの悲出

拾
を引用レて『オセロ』
や『υ

ア十字句一
に三自の解釈
を民起して

いるなどば 、それぞれに関係し

た分去のいじ者の関心をレしくに引

く吃忌でMgつう 。
（ML文
社・
二
八
O
O円）
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逮しようと期待されて

い」
との考え方を打ち出し、
その
ィシラシドのデノミ成功例、
英国

限がくる中ソ友好同腹相互a

いた米ソの第二次戦略

百分の一
（現在の十問）
の小口単
の十進法移行などを述べたのち、

約の廃棄を予告するほど悪時

兵器制限究沙（SAL

位と、
さらにその十分の｝
（同一
関迎産業の需要予想と波及効果、

いる。
しかし、
半面、
それョ

TE）
は、
ほとんどの

同）
の最小単位を設りるべきだと
資産再評価は行われるのか、
物価

に逮すると、
やがて緩和守

主要問題で原則的に合

本のデノミ位、
遠のいたかにみえ
援脅し、
注目されたが、
との委員
や株価や資産、
ロlyや自動阪克一と向かう蓋然性も否定できない
f

意したものの、
今後の

る。
事実、
新聞紙面からもデノミ
会に柿沼幸一
郎、
滝川昭治のこ人
機や海外旅行への影響はなど、
徴
中ソが、
いつか和解する可能性も
折衝に三．項目を残したまま、
また

の文字は数を按じたよ
うに
思え
の学者を送り込んでいた山一
証券
に入り細にわたって説明を加え、…考えておか念いと、
そのときにゑ
も越年しました・

6・
しかし、
デノさが近い将来必
経済研究所の舗になる『デノさ戦
デノミで損をし衣い方法を教えて山って周窓狼狽するζとになろう？
マ結論を持ち越した問題は、
重要

要なととは、
政府関係者や経済学
争l勝つための行動学』（四六判・
〈れていあ・

川今後の中ソ関係を考えるうえでJ
事項こつと、
予期したより離しい

者
告をそろえて言うととろ。
一
八五O円）
を一
月十五日に刊行し、

allit－－11lili－－’中ソ対立の構造的性格と歴史的経
ζとが分かった一
項目の計三項目

。政府と地下水でつながっている
ま
え

～

方今夕

坊dは

過を知るζとは、
重要なととで
あ一
といわれますが、
2
？プでの

と目され否財界の調査機関、
日本
。
日本のデノミは何のために、
エ

ミ

…
米ソ外相会践を前に発表された米

経済調査協議会の近藤委員会は、
のような方法で行われるのか。
需…
中ソ対立と現代

本書は中ソ対立の形成と度開のd
中関係正常化がSALTEの最終

昨年十二月七日、
コアノミを実施
要勅採は、
企業や暮らしへの影響一

中
嶋鎖雄著
過程を戦後のアジアの国際環境の一
合意に微妙な影を投げかけたとと

する際の新しい通
貨単位として、
位、
実や公社債や投資信託はど一
かつて
二
霊的団結’
といわ
中で歴史的に再構成し、
考察
喜一も否定できず、
いずれにしても、

現在の千四を新単位とする、
いわ
う変わるのか。
とうした問題を平一れた中ソ関係は、一
九六O年以来
みたもので、
貴重な学術的文献で一米ソ首脳会談の開儲は遠のいたよ

ゆる，千分の
つアノミ’
が望まし
易に解説した本で、
フラYスやフ一対立がつづき、
中国側は一
九八O
ある。（中央公論社、－
七OO
B
一うです・
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水揚
は
在
米

微畑明
治
に
閲
す
る
初

る。

広
島
で
刷
鮮
人

被爆
者
に
聞
い

さ
や
か
に

迎動
が
始
ま
る
や
そ
の
過

現状
に
及
ぶ。

そ
の
m
の、

秋川門
の

ば
現
校
同
際
社
会
の
な
か
で、

円
米

引
の
械化口市刊だ・
米関にも原
子胤鴨川押
ても、
事ず原爆の絡は出てこな
穏で4「お前たちは敵だったの
クレパスのようにも償たわる、
はパートナーであるということ

即
による
護者は
いた
のであ
る。
ぃ．
稿
詳によ
る苦しみ
の
幽

ill
it－－

義
忠
誠
の

護
の

君
主
のなん
と
い
う
成の
き 、
危
う

。，‘
必芯vwwaaぉyvuoaa齢芯

司
「
そ

在
して
き
暴
走
間

析がむし

ろ主だ
と
い
う 。
落は

関樹齢
蕊
蕊

ここで紹介し尽く
すことは
とて
号
それ
でも
「
こ
の

誌の人た

刑
して
い

；

実

2

5

支
日系ヒバク
シャ
も

る

強

お

も
で

芸
い・

ち
に
は、

す
べ
て
のヒパ
クシャ
と

刊
誌一一

封
切
れ
m
b －
%
は
日

持

待
問

え

翻

越
著
た
日

鍔
は
わ
川
十
日
れ

ど
れい
行γ
村
山

限れ
れ

踊
ろ
う」
、

否
認
型
の
留
学体
て
仮
設
の
誘
だ
け

妻、

政

超

際

総
帥

A
B
C
C
（
原
爆
堅
調
査
き

が
ぬ
わ
され
て
い
き

実

2

2fM以下山

説

的
刊

誌

統

計

時いれ

う

機

感
ニ

訂
以
内

鰐K
M
時

計

結

担

訪
問

議
リ
カ肢
の

獲しをし 、
にもかか
らの
室 、
米軍
宅
建
藷

ど

戦
験
終
林

こん
でい
る

奇
原爆投下は戦
車
号和ら
の
生きざまに、
託

Uり
て
こ
れ
が
七
0

5
後
半
沖縄
の
護
者
に
み
ら
れ

菌折
と

静
思

議
井

時
に
お
け
る
政
宮
正
当
な
行
委

託
てい
き
され
ょ
う
か。

にな
っ
てか
らの作業
であ
る
と

なん
と似℃いるこ
とか 。

を

肉
親
対
由

と
い
う一
貫した
＋張。
戦中すべ

い

ず
れ
にせよ
さ
は、

わ
れわ

は、
台

へ

結合を炭す
久
著者は
広
ぬMM
人

予
院

選h
凶$
S

て
の
日系
人
をキャ
ン
プに
収容
し

れもまた国家
失
どう、
何そテ

a
E凶M－
wぶ剤、，M凶
G陶器

だから
して 、
これもわれわれ
の米悶移民
の際
史から綴り起こ
44副
総
同
S柄欄間

たほ
を流
れ
るあ
の爽禍論や 、
文
コ
に
超えられ
るか
と
いう
採
姐

の

辞に
入
るのが
巡か
っ
た在
日

て
そ
して一
九四
罪
八月
六
日

国

際

齢

化・
制
度
の遣
い

・

宅
つ
ぎ
つ
けずに
はおかな
い
の

問問山人被保者のことや、
復帰前

当日、
何
千入
もの
日系
三世」

‘li
l
i－
－

持者は
本市酎
をお
キ王げて、
し
である。

の沖

純夜住被傷者
の獲
が、
本浴
が
広島にいた限
史的

背骨と 、
彼
だ」
と同閑
人か
ら浴びせかけら
かし
「
『終わ
った』
とい
う解放

（

潮出版
社・一 、一a一
OO
巴

の
記
述
と
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ
に
な

ら
の
例
々
の
ケ
l
ス
を
た
ど
り、

3

れ
る
事
情

を紀
録
し、

突り少
な
い

感
が

少し
も
な
い」

と
い
う・

思
え

11J8
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EEE－－E＝－－－－－－s－－主32
Zag－－－告
引ヨヨ討－dM
訂正当EES－－42・5EE－－rz－＝＝霊＝z－Et－－zヨ－HEE－－zdヨ－

Stei－－

A，
般
の
ベ
ト
ナ
ム
・
カ
ン
ボ
ジ
ア

時
代
手
続
て、

中
ソ

友好
か
ら
中
ソ

立
な
い
し
は
問
山県
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
対

1
リ
ン
に
よ
る
ツ
ア
l
・
ロ
シ
ア
の

的
発
肢
を
示
し
て
い
た
市
北
を、

小

問題にも強くその彫
手落として
対決の現段階へと五っている 。
ヌ③イデオロギー
的対立ないし
俄縫の回復であったから 、
ヤル
悶側に即時保するためでめったと

い
る
よ
う
に、

現段
階
の

向際

関係

本
併
は
こ
の
な
か
で
も
緩
め
て

煎廷

は
殺
抑制
上
の
呉
川川
者
同
士
的
対

・立①

タ
体
制
そ
れ
自
体
が、

中
関
ナ
シ
ョ

す
る。

も
う
ひ
と
つ
は、

朝
鮮
戦
争

の
似

点が、

中
聞
と
ソ
迎
と
の
対
決

な
時
期
に
相
当
す
る、

第
二
次
世
界

政
府
間
の
対
立
な
い
し
は
外
交
上
の

ナ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
打
倒
さ
れ
る
べ

の
町
に
中
聞
は
な
ぜ

災死期

待派
遣

問係にあるこ
とはいうまでもな
大
戦終結
前後から五0年
代終わ
対立」
（序取）
の四点であっ
き対象と3れたという 。
このよ
したかにかかわる問題で、
派遣

い
こ
と
である 。
と
ころで、
こ
の

りま
で
の、
従来

うな
勿吸
は

随所
し
なければ東
北にソ
迎市
の
進駐

訪九

持

続 ．
に

は
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本
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て
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と
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ある。

蓄はこの時
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務
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線
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第
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備
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を一、
こがげて
が、

主
主う泊り中ソ
側の
資

将来
手見泊すには、
際
巾ん
に知怠

納lsこ
の

時制

お
こ
う。

料が決定的
に不足し
て
い
る。
不

快求めなければならない 。

にのみ限定されないが
llの中

て 、
①＠は長期にわたって縦統
ひとつは 、
池同初肌の「山内ソ
足は大肌な仮設のぬ示によって

中ソ
関係は 、
畑山維な曲折にみ
ソ
関係そ考・奴するに当たっ
て、a
ずるだろうが 、
＠＠は可変だと
一辺倒」
冊目策がなぜ滋択された
納われるべきかもしれない ・
こ

ちた
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を示しており 、
そ
の
庇
分
析わ
〈飢
を四
点
錠示し
てい
いう 。

かと
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にかかわ
る点
で、
の点
で持者
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い
とい
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ア1・
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時
る。
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冷
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代
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革命ロ
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と
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ナ
リ
ズ
ム
の
相
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②制

攻的対
ヤ
ル
タ
和

・締協兄
は、
ま
d
に
ス
タ
と
の

史的
係
を絞
め
な
が
ら
独
自
（
中
央
公
論
社・
一、
七
O
O
円）



一一 一一「
.BODI( 

三辛芸：；；：宝玉三三三fア＂＂＂＂守土宅玄＂＂＇主主里三王宮古ヨミ＂＂＂＂空E三主主毛主主コ＂＇＂＂で ご2主E円百三三 ；＿；；r;:；：＝ たな＝＝一一三

三三罪主宰芸亘書走塁塁翌三三手話主主芸品＝三三芸器三七？主主主主主f!f;i：主主主主主主主
：；...－－：：＿ ：：；： ェー；＂..：.＝：：：：： ‘＝た ·＝τ三 L て云ピ ー＇－＝－－－.＝：－＝：ー弓己主＇ ＂宅さど三一•－＂主主t .� ζ五戸ヲ九二γ J ：－：· ＇＂＂：°�云三三三主主主三z

最鳳岬
え
のm
l
源川
地
也R
t

魁
中ソ対立と現代
ーー ・中ソ一枚翁・神路が秘めた壮大な
現代史のドラマ
中嶋鎖雄.

熱に浮かされた情緒的な日中友好
ムードが支配的な今日、 このような
クールでしたたかな分析が発表され
たのは；v：義深L、。 というのもIJ lj• :,I'-
和友好条約の本質と、 それが 日本に
もたらす危険でスリリングなll!IJ而に
ついて、 多くの示唆を提示している
からである。

普者は本計で、 中ソ対立の”起源砂

と や情j主・ を、 多くのi'tlliな資料を

駆使して説きOJJかすことに成功し
た。1950年代にみられた「汁l’ソ友好’

の絶頂期にさえも‘jil1j[."F.Jllllにはさま
ざまな!M1l�とi主仰が存在してきた」
という、 筆者のしつようなまでの主
張には‘ lfをかさざるをえなL、。

が同時に筆者は、かつての「中ソ
の一枚岩的凶結とL寸�ltil；�Jが、 国
際政治に到命的な ·��·＼釣：・ を生んだ
ようにJ永遠の中ソ対立というi!T L 
L、神話Jもまた�戒すべきであるー
と説〈． 働き盛リの筆者の、 エネル

ギッシュな良識かもしれない．
本書Ii近ごろ目につく、 論文の寄

せ�め式の安易な編!tではない．｛混
成と論理は首l己一貫している． それ
だけに、テーマについての深い理解
は、 1週間か10日つぶして、じっ〈
り取り組んだ人にだけ与えられるだ
ろう．｛中央公論社 1700円）

. ' ． ・凶lI1ml混血蕊泊圃

資源の風景••.• .• •• 
一一暮らしの環境e見直す
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ソ迎曲、ら見た石油問題

一可＂－..；
γ草

1979. I. 17 

遺腹一夫著

活者は、 北海道大学・工学部の数
段だが、技術史にも｜則心をもち、flえ
術Ii近代H:f朽のみという考え方に対
して、 風土に規制され、 庶民の経験
l三基づくのが本来の技術だ」という

．考え方を強調している。
「資源の風民j一一この題名の風f;l:

は、・スケッチ.fllf.支の芯；と、 者名・は
触れているがご 本舎の内容は、 食べ
もの、みず、 .. i、石油のお話である。

しかし、いわゆる資源論や、 それ
に｜邸主して政策論などを民間したも
のではない．

読書｛去の印象は、 まさに、つtl'プ
れ•i;f. 折にふれ統計数字が駆使され
ているが、 淡々と、時代の流れの変
化につれて、 資源に対する価値観も
変わってきた経過を述べている。

食べものの項ですま、 お米のNullよ
りも、むしろ大豆・小麦の備蔀・増
;m：に工夫をこらしたら どんなもの
か、 と首いたげだし、 みずの瓜では
使Ill；立の70%は飲めない水でも役に
立つ よ う だとか、 飲める水が全国で
は潟水のため1f·llll24f.Q:ト:ti!! ＜失われ
ているとか、日常、われわれが見落と
している点を指摘している． ソフト
ムードで、臼1(,'1変っている資源をも
う一度． よく知っておこうという気
を起ニさせる密だ．（縁談社 460円）

滝沢一郎訳

tf>;�＇r-は・ノi主外凶貿易1'iの石油川凶
'.'i門家カ＇l.＼�ftしたものであるから、
もちろんマルクス・レーニン主義の
立場から持かれている。 そこで、 西
111gの分析に紡過しているものには、
若干なじめない表現がある。しかし、
lj[£略物資としての石油の国際政治へ
の�！�，�)Jにメスを入れた点は、 尖に
興l功、深一くあtゲ；る。

とくにエネルギー危機について、
そのl以闘は資械のり�il::Jといった天災
的なものではなく、社会的、政治的

．なものであると指摘し、 資本とu主I割
にtHi正する資ii（，！はj凶常の供給にIi十
分であると述べていることが注目さ
れる。レーニンのJ:!i�どおり、「人前i
がすぐにでも解決できる問題はいく
らでもある. !fl；庇をしているのは資
本主義なのだJというわけ。

また、 資本主義は過去半世紀に何
度も11；（料商品の泊�！IJと過小の危機を
〈リ返してきたという. lit.料のだぶ
つきのiiiIには必ず資本が眼科部門Iこ
なだれ込む． 巡事IJと1！目的下落が起き
ると、資本が引き妨げられ、原料サ

イクルが生ずると説明している． こ
れはW·W・ロストウの分析そっくリ
である． ソ述の見方を知るのに役立
つ出物．
（サイマル出脱会

96 

1300円）

週明jダイヤ号ンド

ポリス・ ラチコフ著



されている。

いかにも東北人らしい腰のつよさ一あると主強ずる。

ロツパ第一k援活によって終納さ一七OO円）

どんなに長託老残した人一と粘りづよさとが、鮮やかにま一
票の習はきわめて問快であ一せられた、という商もあったので一
種

物でもしょせんは君主%ととび出ているのである。
者控除一υ、多くの踏にささえられて竺はなかろ急。（中央公整・一、一

ての弱点はあり、その部分を議一を裂に甘んじ、
車中は配給竺請である。雲は警のきのよ

！
‘
．

したいわゆる「僚会見がいし一二合一白あ芝居しなかっ一長浜成であり、
詩聖書一

一ってゆえ、

司て者警欠いて面白くない。阿一時

一ながら、
警を悲の制定引きプ
vL
1
‘一
定夫人の

れずdZ容とうして安織に一に考書はロンドン益民対一川氏の警在、「偉人伝」現の一また政治思惑ちがっても宋一語、志に読み切らせる妻丘
入門一
、ヮ
一
質向の警

務していられるのに青
空い一派室内来
春
ごい孝一ちょう重である。山本五
宣
言の
Z買い、かっては胸一才能乙敬意を泌する。
を朝一
、晴一
に
一議長（繍

一

一

一

一

L

、

←

子
一

Ld

一

引い守的終日透明初訪れ
持一幻計
延長
信一牧
民削減作
詩一
諮問
鴻マて詩一
市一
ι一
誌はげ

まっていいのおら
去最い一
2
2
2
2
2反ヒーロー窓
？とという。
雪
道なこういう一
Z
R
j（器
了
唯一
ゴ
一
予五人

百
豊中胸一室去来した、と
さ誌の誌
を熊点をあてて一
そしか出本審への震は一公止さが、米内
2
2はは一民主主殺人民共和問）の一からの一

F転
式一
言
受一

いている。
＼
一いて一泊躍をとった昭和政治一失わずをのヒーロー率いたの一あったのだろう。と提
言人民族襲撃」とし、当時忠一

機
畿
内
」よし旬空

間誌はすでに大三山本五一塁いrJ騒が濃い。聞き一であってそれが山本五土ハ控一員審問して終戦処担当た一朝鮮とソ空の関係宮し｝」誠一
鰯
譲
じ
→をふくめ十人山

十戸があ句
者選の執一も政治郎はむろん脅いているが、一血を主わせているのである。一り、自分の
き
3
2
3がスターリン戦略と
誌であ一

欝義
援
…若かれて弘

吉との作者にとつては自然の順一祭はむしゃ人間そのものにあ一
円援
委員『米男監一って世主えt
一ったと考えるζとはできないと一
鱒難問削
川叩州
、王子め、楽

君。
2
3震の司令一る。たとえば者となじみだった一できてのま査問されている。一
Z思いだっ若うかと、二し、「襲撃はスターリンのソ一

懇
議
お
菩蓄と

議長出す霊で米内の下で尚一留保やトム海や壊の昨箸の名一米内光政は山本五土ハのように実一砕して改めてその胸中そ考えるの一迎によって一められ、
頭取のと
擦問問繍
hv！一門もうきゅ

容をつと伐とのコンピが
；、次々に出てくるのである。米一被告側包ではなく、生活
主である。（新潮社・
28一躍よって
堅苦長」とい一
鰭
題
く
1」きないのき

自の阻止
脅し←誌にねらすのあとを上海から
3
5
Eだった
声明な回白川一

語家
認剛一JをI山川ている。こま
i一
欝鰍
た
lA刊
誌噌

忘れたりしたととは、あまりに有一って芝女のを、ととには点悩一はどうしてもややきなる。だか一

色
／
一
71j
君事i手丈一
務誌閥
、
すヘf』

一名である。

一

！

’
一揺するような説君。しかし、一

J目ι
L
i悲劇がやっ一

一
品開
控
訴一
総
務
理瀦
週中崎
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一
言
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銭
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一氏による
思噴きは憲一

樹齢許匂
鱗
鶴
欝
騒騒
F
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一揺する憎の体制を立てなおし、一

｛

玄ったが

一緩大佐の
霊
長長先人一

ii！11
ji－
－1111111Il
l

－この休制季語
語、できれ一

．
一堂つづけ、一

ポ！？ム宮君”を一段
誌かが
認一

説得力ある明快な論旨
一
住
民封日共一と
対
日
明日町
長

ちとむうえて議の額六回米一の実援のア解のもとに資料の俗、
E

p

－
一があったととは空しがたく、だ一向いていちとの中需品は、そ一地説明会室

内光政のきた識は
まっ一宮うけておm
Z主「
2戎ときという君一この誌の突の量出思一議などの
護がくわしく検討一
2
2
8
2
5一れを2づけているよえ
一は
伊芸

2の不動の議がなかったと一例まげたという。

一から若宮
；リスティック一
X身携とされ、中国ナショ一される。一

一長期にわたる激しい寝返った一
八わたし〉誌の委
員で一気まれたよe

したら、章一日謀長太郎露下一
帯は戦争まえから態よりも一な芝期待するかも知れないが、一ナリズムの帰結する方思いき一
警はまた巾誌なの一
雲一のである。芸協雪初の道一知った会老夫人から、高官J一章
う試

の平和への「嶋監をあの時点で一知紙人のあいだ写けがよ
2
5支の季にわたる
2一かもとの体制に組み込まれていな一析し、それが氏
自
；誌の政策そもっぱり
522一号へいってとえなさいとお一
語以の慎

乞うととは露だったの℃はない一とに敗器接かったのはすべて一理誌とした議開であり、誠一かったととろにあり、
完結は一対立、イデZM一l的対立、政府一し、とれそワシントンの霊安一れる。容器の勺誌の宅一辺つ一
るけ

かと号
車
82うに、一指
2騒が一般理けれ一後アジア寝室という
g一ぃ
Eい将来5
gri
g
8
2
2
2
22
言付けよ2して一
2かわいそ芸
道の器一
芸員へ対日

寝をあげて抗mJ
建議してい一ど川
護の誌がすべて誌のよ一奇の内定ふさわしい。
一互によって打破去るべ完欽一これらの対話詩的に一体佐一いるが、と告では括支配関斗の慢であり、持認しさでも一よろ援を閉

そ
，
B

一ろな議派によって占められてい一
警は密アジアにおける米ソ一でありたと説く。

一ていEころに、その勢な賢一郎の震の裂と対立に問手ベ一説くなった訟である。〈わ三
芝ほ裂

しでまに生まれた防法一たわけではない。だいたい常生冷空中ゾ対立の源義二次大戦一かくし宍戦後アツアの雲は一的震怒るという。しかも、主きで活かろうか。米同時ついて一し〉は従業主控室巾起一わけだが、提

は、
首の名支切らない人ヴと一をもち出して騒いだ領時
査一末期の米英ソ一一一凶惑のヤルタ会一との一制の惑をめぐる話量一足乙包括芝、変化せず、一は、
思撃はマッカiシーやマ一の謀をみて宅との話は作一ゆかし、ぜい

告らしい。
2
32一末のロンドン条約のさいの
き一
3
22織で形成された一望して
Z、夕、に、
そ一米ソ
喜怒返したあと籍一ッカ1サーなどの
道諮問の一訴のぜいたくf惑だが誌にも一の損
害

とがきに、「あのいくさ古来一雪。その
器開票、ついにす
ま制の下で米ソ
8重一民共和国2
2
2
2一に向かったように、中ソ冷戦率一アジ言
語によって始めら一なっており、
おお
き「せ（文防護－

幸喜に反りず、思議もさ一は協議しにみちびく様子（て乙）一し、発していったとい弓実
石観雪、
誌記鳥海一利に向かう菜おいぜん）
忠一れ、トルiマン政空襲のヨ1一さとい2れ
安人
の揺に主

義
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〈外用f，主耳i.l＞パ1�·ロギ／I主Ifだ』Lおよ
び外�iii（！炎など聴総長i体の耳鳴りlニ・・・

〈内服用〉パピロギンS銭Ii耳鳴りの症

状緩和に
すぐれた効きめがあります．

・1:図策局・事�I苫・デパートの君臨品!ii>で
お求め〈ださい．ー品切札の節l立発売le
へお問い合わせ〈ださい．
説明書・ザシプルをお送リします．

包袋
パピロギン｛外周） 50..t 1,200円
パビロキ．ンs� 90錠 1,500門

J侍、、石原薬品工業株式会社
、やr東京l:ll中央区日 本機 本町4-2

鈎

:11111111－ ・ で·�う天＠を／鍋晴恵婦、 り�繍iき ，.カうく0・
1:1111111三女も続時なユ銃ti� lf'f:ド諸説〕 ll が各ド評：. . 、 円歌11：�111110体興雪ぺ だ怒れ｜悶：同てT、社一価ズ歌.！＇／路l1!1liill 0 ，，..＿ 味員戦れツ省 、｛際刊に制ι ぃVも分覧 ム筏fllll'ltil円小深象争て岳会具、出些出 世 るの つ抱ミ治’Jlbどまハ1llhl �I! ／奴い の 戦 車 色っ瓦面干一閑人歌と合レ安かの 月ゃ立lllli1!11表多よあ搾側苦戦のたて争モ密は 認もi月コ鳴ら·fl十九 里r1:;;11 :11泌喜停るf台機T友llリ特新前γ告、香典納1然笑反つ歌健

• II I � I � I作子三間否。く� 'j題 潟 興夜Vの－ m味なド法託をれは三
1 1 11 ! 1 1 1 ！ マ箸鮫fill州、郵小事訴俳、同校 ば 深どニにす，てM
llilll1iかエI���控室止4長選i ft唖主す勺三盗�！署長リiili!!iii 罰 i � � � � ft � · tt � 具 合 計 部 員 主 党 � � � 干
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日
近い将来
調印されても、効
力を発
きた。

ものである
と向時に、真相
解明自

白
す

る両蓮
し
は
ま
ず
ま
ず
階
く
なっ
τ

在ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
評
論
家）

身
に
対
す
る
知
的
興
味
を、
税
者
の
脳

明

叡に却さずには
すまない。

2

－－s‘．42・SVAZE－－NE－－E・E・－－－SE－
－4z・’E・E－T－－s

年

た
とえば 、
朝鮮動乱である。
こ

刊

H
i
l
l

i

－

－
－
｜

料
を
駆
使
レ
て
、

ヤ
ル
タ
密
約
当
時
か

の
動
乱
に
お
け
る
ソ

速
、

中
園、

北
朝

Qu
・－崎
町川崎
問団
地
目
3

』
一一
新

刊

紹

介

日

ら、

今
日

の
中
ソ
対
ヌ
の
版
図
と
忽
つ

鮮
の
関
係
に
つ
い
て
は、

現在
、

各
種

メ
FEUU山町船町EL

た五八年までにいたる各種の問題
の論があることは、若者の指摘し

命

11111I
lli
－
－

を解明レ、終裁では中ソ対立の将
たとおりであるが、著者は中国義

量一日

今
日
の国
際
問題
を
考え
る
さ
い、

来へ
と＝言及し
ている。

男援の
参戦の動機に、
すでに
中ジ

中
ソ
対立
を念頭に
お
くことは常識

対立の影が存在していたのではな

他レている。しかレ、何故対立が
そして著者の鋭くドラマチック
いかと見る。つまり、中国の参戦

起り、どのような経過をたどった
lilia－－alilia－－a
は「マッカlサl戦略からのH防

か、という点になると、答えうる…

…
炉である以
上に、より
襲爵に

人は似しめて少ない。
漠然と、
膝史
…
『中ソ対立と
翠山』

…
はソ巡の東北（満洲）
再ぃ嶺から

的民燦的対タといっただけでは、
一

一
の
凶術μであったように思われ

何事も、税明レたことにならぬ。
…

中嶋
綴雄若

一

日
る」とする。

との本は、
ナゾにつつ
まれた中
一

ソ
対
志
真
相
に
せ
ま
ろ
う
と
レ
て、
一

A
実
袋
詰

一

ある
い
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
死か
ら
フ

ルシチョフ時代にかけての実立の

最近アメリ力で発表されるように一

一
七OO円V
一
解明も、
大炎に面臼い。
常識的に

なった外交機慾文書をはじめ、要一u
f
l‘t－l
lF
IEl－－－
1
1
1
1B
i’

いえ
ば、
中
ソ
対
立
は、
朝
鮮
動
乱
を

人の回想録、
従来か
らの
中ソ研ヂ

ふ
く
め
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
から
訳刻
他

一の成果、その上、「人民日報」は
な手法で叫聞き出されてくる中ソ闘

ど既存の文献を、今日の時点から

底
堅は、私の読んだ関係替の
していたιずる
gi
スターリン

一読みなおすなど、
重の殺害資
巾では、
をリアリティーの高い
が死に、フルシチョフ時代になっ

て、ソ
諸か

ら討中露協力の地

晶＝zz＝一－E巴＝－－222Ez－－g＝＝ges－－gzzzz圃a＝2・＝ZE－－

強、原燦サンプル・技術
資料の挺

中
越
紛
争、
ベ
ト
ナ
ム・
カ
ン
ボ
ジ
ャ

で、
「
務治
に
よ
る
安
全
保阿」
ど
こ
供等の約束すらなされた以上、中

紛
争
の
よ
う
な
平
和
を
撹
乱
す
る
よ
う
ろ
か、

経訴
に
足
を
ひっ
ぱ
ら
れ
る
と
ソ関係はスター
リ
ン時代より改苔

なら動があった場合、経済制裁を
いうことになる。将来、経済的に

干」
コ－
1

huvy
ヨn
be
芸
a・
ミ；
ra
、J
：
、ミ
J

1
r
pkS

Fh、広三
自4
Z週
刊日当
、J3
3
3－e’
35、
、

さ
れ
て
も
お
か
し
く
は
は
い。
そ
れ
な

のに、スターリンはたたえられ、

フルシチョフは潟倒されるにいた

る。一体
必ぜな
のか。

との一郎織的疑問に対しても、著

者は鋭い解
明を行っている。紙

一聞がないので、細かな紹介はでき

ないが、要するにフルシチョフ時

代
に
なっ
て
両
国
関
係
が、
一
時
的
に

改善されたことは事笑である。し

かレ、中ソの安全保隙畑町、社
会主議

国建
設めありょう、核戦争の認織

な
ど
に
つ
い
て
の
涯、
そ
れ
に
中
関
内

の親ソ派
の帯夜など被湖な際閣が

重なり合って、台
湾潟峡
の危機へ

と発段レ、ぞれがさらに悶悶関係

を悪化させた、と私は読んだ。

そレて、中ソ関係の中に、「氏

出怖
い
対
立
」

と
「
一

定
の
復
元
力
」

の

存
在
と
い
う
二
面
性
を
見る
著
者
は、

「
中
ソ
関
係
の将
来
を
宿
命
的
な
対
立

の
図
式
陪
のみ
岡
山此
化
し
て
日間
引ょ
す

る」
危険に
ついて、
終殺の
中で指

摘・νている。
漆山成奨

京都産業大学紋
態
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永井 陽之助著 中島嶺雄著 入江 昭著
「冷戦の起源J f中ソ対立と現代」 「日米戦争」

各中央公論社刊…・・・・・…・・．．

束
ア

ジ

ア

関

係
の

文

献

国際
関係に
関
す
る
日
本
の学問

的
水
準
は
年
を
追っ
て
上
昇
し
て
い

る。
第一
の
挺
山
口
円
外
の
文
献
が

円公
開
さ
れ、
多
面
的
な
接
近
が
容
易

に
なっ
た
こ
と、
第二
は
各
種
の
国

際
会
識
に
H
本
の
研
究
者
が
参
加
し

て
諮
外国の
学
者
と
会泌
がひ
ん
ぱ

ん
にねわれ
てい
るこ
と、
第三
は

と
う
し
た初先の
成果を
刊行する

機
会
が地
え
て
きた
こ
と
で
あ
る。

ζ
ζ
に
紹
介
す
る
三
者
は
い
すれ
も

以
上三つ
の
迎
由
を
ふ
ま
え
て、
昨

年刊行
さ
れ
た
すぐれ
た業縦
であ

るc
すなわ
ち一
九七三
年
か
ら
文

－
部
省
和学
研
究授
に
よる
プロ
ジェ

、
クト「凶際環邸
に
関
す
る益礎
的

研
究」
に
よっ
て
第
二
次
大
戦
中
と

ふ
書
評
ウ

直
後
の
時
期
に
テ
ーマ
を
し
ぼっ
て

シン
ポ
ジ
ウム
が
仔
わ
れ、
そ
の
成

果
が
見
事
に
結
集
し
た
も
の
で
あ

る。
従
米
戦
争
典後
の
制
究
は
概
説

的で、
評
論
的
であっ
た
のに対

し、
＝一一告と
も
実礼
的で
問
題
を
提

起
する
方
向で
記述
が
す
すめ
ら
れ

て
い
る。
永井氏の著書は冷戦の

把援を
アメ
リカ
にお
ける一
れ
六

0
年
代
末以
来の
冷戦起
概論
争を

再
検討
すると
こ
ろ
が
ら
はじ
め前

東
ア
ジ
ア
にお
ける
冷
戦の
展開
を

申
国
革
命、
ア
メ
リカ
の
封じ
込
め

政
策の
動
揺、ー
そ
ζ
か
ら
生
じ
た
東

ア
ジ
ア
にお
ける
ヤル
タ
体
制
の
動

揺
と
朝
鮮
戦
争の
発生
を
膨
大な
研

宛
警
に
あ
た
り
大胆
な
論
理を
組
み

立
て
畑町一示
し
てい
る。
今
後
冷
戦
に

取
り組む研究者
は、
本文のみな

ら
ず、

一空木
の
墜人
な
注
と
引用
文

献
か
ら
も
多く
を
学
ぶこ
と
がで
き

る
で
あ
ろ
う。

中
島民
の『中ソ
対立と現代』

は、
中
ソ
対
立の
発
端
を
ヤル
タ
体

制
そ
の
もの
に
求め、
従
来の一
九

五六
年の
ス
タ
ー
リン
抗
判を
契
機

と
すると
の
通
説に
対し
て
その
糠

が
歴
史
的
に
根
深
い
もの
で
あ
る
点

を
立証
し
よ
う
と
し
てい
る。
特に

毛
沢
東
と
ス
タ
ー
リン
の
対
立
は、

一
九
五0
年
代
初期の
向ソ一
辺
倒

政
策の
時
期で
さ
え毛
にとっ
て
苦

し
い
選
択
で
あっ
た
こ
と、
申ソ
友

好
同
規条
約
し交渉の
際
ソ
連
側
が
様

々
な
利権
を
要求
し、
申
国
を
従属

注
せ
よ
うと
した
こ
と、
朝鮮
戦
争

に
対
す
る中
国の
参
戦
は
ソ
巡の
旧

満
州
支
配を
努
戒
す
る
行
到
の一
環

であ
る
こ
と
など
限
ら
れ
た
資料材

か
ら
新
た
な
問題
を
提
起
して
い

る。入江
氏の
『日
米戦
争』
は
日
米

両
国の
対応
は
根
本的
に
は
類
似
し

て
お
り、
国
家閣の
相
互依
容牲
を

前
日比と
し、
政
治
的、
経
済的、
思

想
的
に
安
定し
た
国
際秩
序を
志向

し
てい
た。
ζ
の
よ
う
に
基
本
的
な

姿
勢
や
役
司か
似てい
た
か
らと
そ

一
九一ニ
0
年
代と
戦
時
申
の
対
立に

も
か
かわ
らず 、
戦
後両
国
の協調

関係
が可能
であっ
たと
結
論
す

る。
日
米の
根
本
資
棋を
豚
便
し
て

仮
説を
笑証
し
よ
うと
する
大胆
な

試
み
が
な
され
てい
る
の
は前二
著

に
劣ら
ない。

以
上三
脅と
も
今後
策ア
ジ
ア
の

国際
関
係宇佐
専
攻
する
研
究
者
にと

っ
て
は、
著
者の
海
勢
に
賛
成反
対

は
別
に
し
て
必
読
の
文
献と
な
る
で

あ
ろう 。

（慶大教授）



日
－
A’「中
ソ対立と
現
岱
（府
嶋儲

～（サン
ケ
イ出
版・
九
ハO円）

行
）

雄著）
中国が三日＃
「日本敵
he ．「再建ヱ作」

（湾留六平著）

月

五」
の中
ソ
友
好
同
盟
翌
援
助条
約

京
都・
北
野に
赴
任し
て
き
た
銀
行

科一の廃棄を決めたこと
をり、また
の支店次長を狂言回しに、
問屋、

併一国際政治は新たな段階に突入した
機屋、ぷ重など西障の繊維業界に

町
一が、この

。中ソ対立」を歴史的に
生きる中小企業経営者の浮き沈み

山一
さかのぼって
義に検証したのが

を、 〆
入
震
箪かに
警ながら、

ジ一
本書。
スターリンと毛沢東の

喜入
6
3

IEBEE－－EBB－

D一的な確執はどうして 一生まれたの

一

引
引
川

区i

高
級
ボ
ー

ル
ペ
ンパ1メ
1
15
doOR－

L1
10
600同
士ステ
f

；300円

一
か、
フルシチョフ
喜一
の軍事
防衛
r

M事
例
3
E
’
人

工
争
p

b

A

限一抗争はどう展開されできたか、中
EZ1

4・
k，it－－－
6・
友

、ir
－
－ibi

j除
ギヤ
お鰐
E
CJH14J
J
S
3

33 ・
5L I
TE
－

－
一
ソ破局にいたる現代史の秘められ
JJ
v
ア
ウ
ロ
ラ・
テ
ッ
シ
1
一

一
たドラマがこ芯に余すとこる芯く

一
描かれている 。

一
（中央公論杵・一七OO円）

一

・「対談日本
人材論」
（会
田雄

一次箸）
経済大国となった日本を

一
転換期の世界でどの ←
方向に導く

一か 。
今ほど〈材が必要な時はない

一のにわが国では下玄官クラスに有

一
能な人が多いねりに将校がいな

一ぃ 。
少し傑出した人物が出ると皆

一で足を引っ張ってしまう。
激動期

の
指
導
者の
条件や
昆
て
方 、

整同
の

改革などを宮沢喜一、
日向方斉、

桐島洋子ら各界のけJfダl＋一一人

と話し合う 。

｛読劫てます＇）�一

企業と人間の
接点を採る異色の経

済小説 。
著者が銀
定宿三十年の

体験の持ち主だけに、銀行と企業

聞の折
衝など真に追った面白さが

ある 。
日経の懸
賞背骨
霊ヨ選作 。

（日
本経済新聞社・九五O円）

たんんなとこ
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〈銀座・旭屋）！or雷鳴の聞える午後j辻 ；げま(1100円・中央公論社〕
＠「在家主義仏教のすすめ」久保継成（980円・いんなあとりつぶ）
＠「くれなゐ」 滋「辺 淳一

(880円・集英字主｝＠「ファッション革命」
しおはま やすみ(550円・日本経済新聞社）
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M
mc・2
£旬
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法」
をおき、国内刺

社会を変えたニュ・

人」
の紹介、
さら「

ス情報と
発組閣」隆一戸

り、ピヲネスマン「

情報バソドプックム

A5、192m I、a
次回は23臼（月）発行に掲載します五’
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中
嶋
嶺
雄
著

『
中
ソ
対
立
と
現
代』
渡
辺
長
雄
評

ハ日
興リ
サ
ー
チセン
タ
ー
顧
問）

戦
後アジ
アの
国
際
環
境につ
い
て
は、
その
現

代
史
的重
要
性に
も
か
か
わ
ら
ず、
学
問
的
検
討が

な
さ
れて
い
な
かっ
た
が、
著
者は
その
情
熱を
傾

けて
美
事に
ζ
の
道
を
啓
関
した＠
豊
富な
資
料を

渉
猟して
史
実
を
可
及
的に
検
証し、
教
示
する
と

こ
ろが
多い。
木
警は
中・
ツ
の
イ
デ
オロ
ギ
ー
論

争
に
はふ
れ
ず、
ま
た一
九五
0
年
代を
史
実
分
析

の
対
象に
す
え
てい
るの
が
特
徴
的だ＠

一
九
四
五
年二
月、
第二
次
大
戦
終
結
直
前の
米

・
ソ・
突の
ヤル
タ
秘
密
協
定は、
米・
笑がソ
述

の
対
日
参
戦を
求め
る
あ
ま
り、
肝
心
な
中
国の
主

粧を
犠
牲に
して、
ソ
速の
極
東
権
益
回
復の
野
望

を
容
認
し
た
もの
で、
米
国
は乙
れ
を
後
悔し、
ヤ

ル
タ
体
制が
戦
後の
米・
ツ
冷
戦の
淵
源
とな
る。

そ
祢
は 「
当
初
からパ14マ
Y
ス

移長
し
た
中
ヨー
同
盟

評
モン
ゴ
ル
の
ソ
速
寄
りの
独
立、
旅
順・
大
速
（
不

凍
港）、
長
春
鉄
道
を
求める
屈
伏の
所
産で、
向

ソ一
辺
倒は
見せ
か
け
だ
けに
過
ぎ
な
かっ
た。
中

国は
米
国
を
恐
れる
以
上
に、
ソ
速が
朝
鮮
戦
争の

国
際
性を口
実に
して
京
北を
再
占
領
するこ
と
を

恐
れて、
参
戦に
ふ
み
切っ
た
と
する。
中
国は
国
速

か
ら
は
侵
略
者の
熔
印
を
押さ
れ、
消
耗し、ソ
速か

らは
兵
器の
代
金
を
取
立て
ら
れ、
台
湾
解
放の
機

会を
失い、
かつ
米・
ソへ
の
滋
を
深め
た
わ
けで、

国
威の
発
掲と
圏
内
統一
の
代
償は
大き
過
ぎた。

ソ
速は、
中
国と
と
もに
米
国の
参
戦ぞ
予
見で

き
ず、
中
国の
疲
弊と
京
北へ
の
勢
威強
化
を
願っ

て
死の
商
人
を
決め
込
ん
だ
が、
中
国に
怨
念の
タ

ネ
を
まい
て
し
まっ
た。
朝
鮮
戦
争はソ・
米・
中の

エ
ゴ
イ
ズム
と
誤
算の
相
乗結
果で
あっ
た。
そ
し

て
諮
も
朝
鮮
民
族の
働
突を
顧
み
な
かっ
た、
と
す

る。
ベ
ト
ナム
とい
う
国
際
的
内
戦で
も
同
様だ。

中・
ソ一
枚
岩
とい
う
神
話が
破
れる
と、
と
ん

ど
は
中・
ソ
永
遠の
対
立
とい
う
新
しい
神
話が、

二私し
て
生
成
しか
け
てい
る
風
潮に
対
し
て
怒
告

す
るの
が
著
者の
主
張の一
つ
だ。
戦
後の
東
西
冷

戦
も、
極
限
か
ら
緩
和に
向っ
た。
中－
Y
冷
戦も

一一 書

に
端
を
発し、
朝
鮮
戦
争と
東
北
ハ
高
尚
事
件〉
を

め
ぐ
る
中・
ソ
の
磁
執、
ス
タ
ー
リン
死
後
の
対
立

緩
和
を
経て、
金
門・
馬
視の
危
機に
お
け
る
切
迫
一
『
もの
ぐ
さ
精
神
分
析』
で一
躍
名を
知
ら
れ
る
よ

し
た
両
国の
駆
引
と、
次
第に
中
国ナ
ショ
ナ
リス
？
う
に
なっ
た
岸
田
氏に、
「
子
育て
十
三」
の
異
名

ム
は
抵
抗の
皮を
高
め
る＠
一
九
六
O
年、
ッ
速の
一
を
と
る
伊
丹
氏が
質
問
する
形
式の
対
談で
あ
る
木

対
中
援
助の
停
止、
六三
年
夏の
中－
Y
両
党
会
談
？
書の
テ
ーマ
は、
岸
田
氏の
「
唯幻
論」
で
あ
る。

の
決
裂、
六
九
年の
中－
Y
軍
事
衝
突は、
や
が
て
…
乙
れ
は、
吉
本の
「
共
同幻
想」、
土
居の「
甘え」

七
0
年
代の
米・
中
接
近
を
も
た
ら
し、
ベ
ト
ナム
プゼ
越
え、
人
間
とその
もつ
文化
を一
万の
も
とに

は
ソ
速に
走っ
た。
問
題の
中ソ
友
好
同
盟は
三
十
一
一斬
る
宝
刀で
あ
る。

年で
終わ
り、
つ
い
に
ヤル
タ
体
制は
般
壊
し
た・
一

人
間の
行
動は
木
能に
よ
るの
で
はな
く、
文
化

朝
鮮
戦
争
解
釈の
「
仮
説」
が
本
番のハ
イ
ラ
イ
｛
に
よ
るの
で
あ
ると
と
を
明
らか
に
しつ
つ、
な
ら

トの一
つ
だ＠
ス
タ
ー
リン
の
戦
後
ア
ジ
ア
政
策
等
！
ば
文
化とい
う
もの
は、
人
間の
作
り
ものハ幻
想〉

を
大
き
く
背
景
と
し
な
が
ら、
過
熱し
て
い
た
南
北
一
で
あ
る
か
ら、
と
れを
絶
対の
もの
と
して
不
幸
な

朝
鮮の
対
立を
触
媒と
し
た
北
か
らの
「
民
族
解
放
戸行
動
〈
戦
争な
ど〉
を
す
るの
は
馬
鹿
らし
いこ
と

戦
争」
だ
と
し、
中－
Y
ない
し、
中－
y・
北
鮮一
で
あ
る
と
説
く。

の
共
同
謀
議
説を
斥
け
てい
る＠
米
国は
些
か
な
中
一

岸
田
氏の
「
唯幻
論」
に
は、
ま
だ
理
論
と
して

国
情
報に
も
か
か
わ
ら
ず
中・
ソ一
枚
岩
を
過
大
評
エ珂
成
さ
れて
い
ない
面
も
見
ら
れ
る
が、
伊
丹
氏の

価し、
かつ
中
国の
参
戦
を
予
見せ
ず、
「
普
怒」
の
一
よ
う
な
よ
きパ
ー
ト
ナ
ー
を
得て、
本
智は
岸田理

敗
北を
喫し
た。
台
湾
防
衡を
先
取し
た
た
め
に、
一品問
入
門
番とし
て
は、
絶
好の
も
の
で
あ
り、

ぷ的

中
国の
不
木
窓な
対ソ
依
存を
促
し、
か
つ
重
い
一
議u
の
奴
誌に
なっ
て
い
る
人
は
是
非
読
むべ
き
で

「
台
湾
問
題」
を
背
負っ
て
き
た＠

一
あ
る・

i
中ソ
同
盟
は
毛
沢
東が
改一
じ
た
と
は
パド
え

J州｜吋

社
会
主
義
国
家
間の
特
殊
性を
越えて
い
る
だ一
け

に、
と
くに
中
国の
内
政
上の
要
請を
充
足し、
や

がて
緩
和へ
と
向
う
蓋
然
性を
否
定し
え
な
い
と

し、
以
前の
野
小
平の
対ツ
観に
も
言
及
す
る＠

中
国の
アN
パニ
ア、
ベ
ト
ナ
ム
との
決
別、
ユ

ーゴ
へ
の
接
近、
米・
中の
劇
的
正
常
化
な
ど、
国

際
政
治の
有
為
転
変を
もみ
る
につ
け、
乙
の
諸
学

の
見
解
は
大い
に
傾
聴
すべ
き
だ
ろ
う＠
た
だ、
私

は
や
は
り、
中－
Y
聞に
小
和
解は
あ
ろ
う
が、
か

な
り
長
期
的に
融
和は
あ
る
まい
と
見
通
す一
人

だ。
現に
中
越
戦
争と
い
う
代理
戦
争
が
進
行
中で

ある。
賢
明な
著
者も
認
め
る
よ
うに、
中・
ソ
に

は
歴
史
的、
民
族
的
抗
争が
厳
存
する。
そ
と
が
本

質で、
政
府
聞の
緊
張
緩
和は、
小
妥協に
過
ぎ
な

い。
ま
た
ナ
ショ
ナ
リズム
は
社
会
主
義
とい
う
共

通
項に
優
先し
が
ち
だ。
中ソ
同盟
は
砂
上
絵
閣だ

とい
う
検証乙
そ、
逆に
対
立の
継
続性を
物
語っ

てい
ない
だ
ろ
う
か＠
そ
の
「
友
好」
も
歴
史
的に

は
瞬
時に
等
し
かっ
た。
そ
れに、
中
国の
近
代
化

が
対ソ
抗
争を
刺
激
剤と
して
求
め
て
い
る
点
も、

見な
け
れば
な
る
まい
と
思
う。

ハ
中
央
公
論
社
一
七
O
O
円〉

岸
田
秀
・

伊
丹
十
三
著

『
晴
育
器
の
中
の
大
人
た
ち
』

186 

門
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闘
相i
九六
O
円）

金
山
宣
夫
著

『
比
較
生
活
文
化
事
典
＠』

バ
ン
ダ
が
日
本に
贈
ら
れて
以
来、
中
国ブ
lム

が
続
き、
昨
年は
その
頂
点だっ
た。
各
界で
訪
中

団
がつ
く
ら
れ、
マ
ス
コ
ミ
は
そ
れ
らの
訪
中
記
を

報
道
す
る。
し
か
し
中
国
は、
「
外
資」
に
演
出し

た
特
別の
顔
し
か
見せ
て
い
ない。
つ
ま
り
私
達が

自
に
す
る
訪
中
記な
る
もの
は、
H人
び
との
表
情

は
明
る
かっ
たd
式の
もの、
あ
るい
は、
限
ら
れ

た
情
報の
中で
考
え
ら
れ
て
い
た
中
国の
姿と
何
ら

変
わ
りの
ない
もの
に
な
る
の
で
あ
る＠
そ
こ
で
本

書の
著
者
は、
絵に
か
い
たもの
で
は
ない、
もっ

と
人
間
臭の
す
る
社
会
主
義に
援し
な
けれ
ば
な
ら

な
い
と
考
え、
文
化比
較に
よ
る
分
析を
試み
た
の

で
ある。
一
章は、
中
国のレ
ス
ト
ラン
で
は
白
湯

を
入
れ
た
茶
桶が
テ
ー
ブル
に
置
か
れて
お
り、
水

は
出
さ
な
い。
ホ
ンヨ
ン
で
は
必
ず
茶が
出さ
れ、

水も
頼め
ば
も
ら
える。
といっ
た
生
活
文
化の
比

較＠
ニ
章は、
社
会
環
境
や
心
迎、
行
動
様
式など

に
つ
い
て
脅か
れ
てい
る＠
中
国
を
知る
手
掛
りと

な
る一
冊で
ある。
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ど
の
こ
と
は
ある
まい
。

二
年
程
前
、

こ
の
事
件

＼

 

を
美
術
雑
必
で
説
ん
だ
私
もそ
ん
な
ふ
ラ
に
思
っ

た。
問
題に
なっ
たパ
ーマ
ー
につ
い、て
すら、

私
に
は
あ
ま
り
印
象
が
な
く、
思い
出し
て

数
年

前
倒
伴
美
術
館
で
あ
っ

た
「
英
関
風
景
悩
股
」

の

，

カ

タ

ロ

グ

を

引

張

り

出

し

て

み

て

や
っ

と

納

得

が

い
ゥ
た
よ
う
な
系
配
だ
っ
た。
む
ろ
ん
私
の
狭い

知
設
な
ど
問
題
外だ
が、
そ
れ
に
し
て

も、
ど

と

かの
ガ
ラ
ス
越しか
図
版で
し
かと
う
し
た
名口聞

に

は
必
自に
か
か
れ

な
い
私
な
どに
は、
そ
れ
ら

の
災
関
騒
ぎ
な
ど
ど
と
か
外
悶
の
気
象
の
話
で
も

聞
く
よ
う
な
もの
だ
っ
た。
だか
ら
キ
l
テ
ィ
ン

グ
な
ど
とい
う
名も
す
ぐに
忘
れ
て

し
ま
っ
たの

で
ある。

し
か
し
今
度、
その
当
の
グ
犯
人d
の
滞
る
生

い
氷
ち
を
山刊叫
ん
で
私
は
感
動し
た。
そ
と
に
は
何

千ポン
ド
や
らの
京
市賀
美術品の
噂
協を
聞く
笠

ぞ
ら
し
さは
な
かワ
た。’

あ
る
の
は
た
だ、
ど
こ
に
で
も
い

る
、

食
し
h

「
労
働
宥階
級」
出
身の一
人の
息
子が、
た
だ

ひ

と

つ
、

絵

を

描

き

た

い

な

ど

と

い

う

H

大

そ

れ

た
w

希

制問ふ

を

持
っ

た

が

た

め

に
、

迎

命

に

日

め

ら

れ
て

行
く、

そ
し
て

そ
れ

に、
消
を
将
み

な
が

ら、
笑
い
な
が
ら
闘
っ
て
き
た、
総し
い
到
の
生

滋で
あっ
たρ

と
っ
て
、

彼
の
父、

兄
た
ち
は
そ
の
日
の
仕
事
を

「
さ
が
し
に」
出か
け
た
と
古
う。

関作
省ト
ム・
キ
1
テ
ィ
ン
グ
は 、
本
意
な
い

版
作
者
で
ある
前
に
腕の
よ
い

絵
凶
修
復
家
で
あ

っ
た
わ
け
だ
が、
その
修
復の
仕
事も、
も
と
は

と
言
え
ば
鈴
之
人
の
、

稼
ぎ
な
が
ら
美
術
学
校
に

も
通い、
修
業も
し
な
け
れば
なら
なかっ
たベ

ン
キ
職人
の
伶に、
美
術商
人
た
ち
が
つ
け
入っ

て
駒しつ
つ
仕
込
ん
だアルバ
イ
ト
だっ
た。
…剛

向たちの
あくどい
や
り
方を
知っ
たこの
貧之

削
家
は 、
深
夜、
巨
匠
た
ち
が
自
分
に
「
の
り
う

〈私た
ちの｛
日は
涯で
あれ
冬
で
あれ
朝五
時

半
き
っ
か
り
に
始
ま
っ
た。・
い
つ
も
真
先
に
起
き

る
の
は
母
だ
っ
た。

母
は
ま
ず
私
に
コ
シ
デ
ン
ス

．
ミル
ク
で
甘
く
し
た
紅
茶
を
も
っ
て
く
るの
が

習
わ
し
だ
っ
た。．

「
さ
あ、．

顔
を
洗
ヮ
て
、

服
を
道
な。・

そ
う
し
た

らひ
とつ
走りネル
ソシ
夫
人の
とと
ろへ
行っ

て
六ベ
シス
何とか
借
りて
きて
お
く
れ苅
い
い・

かい。
もし
ネル
ソン
さ
ん
に
手
持
ち
が
な
け
り

ゃ
ブ
ラ
ン
チ
夫
人
を

あ
た
っ
て
み

と
く
れρ
そ
れ

が
す
ん
だ
ら
食
料
品
目肌
に
行
っ
て
朝
食
を
買
っ
て

き
て
お
く
れ
よ
」

：・
：
と
れ
は
私
が
六
つ
の
と
き
で
、

貧
田氏
掛川
を

半時
間で
もい
い
から
脱け
出
すζ
と
がで
きる

の
が
ただ
う
れ
し
く
て、
早
足
で
で
か
け
た
もの

だ：：：
その
当時ほ
近
所の
間で
は
すば
ら
しい

共
阿
休
の
精
神
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
p

i－－－
A説
明

日に
は
か
なら
ず
ネル
ソシ
夫
人は
私の
来
る
の

を
予
期してい
た。
彼女の
夫
は
也
事の
迎
似土

で
水
附日が
給
料円
だっ
た・：・：〉

そ
れ
に
絞
く
ζ
の
六
歳
の
少
年
の
大
給
制
ぷ
り

｜｜
「
事故に
あっ
た乙
ま
切れ
肉」
を
悶ぃ、

八
百
mmで
は
選
別で
は
じ
か
れ
た
野泌
を
か
き
集

め、
食
料
品
店で
は一
訴
胸
肪の
多い
ベ
ーコ
ン

を、
と。
そ
し
て
彼の
大活
協で
揃っ
た
籾
食を

つっ
て」
織かせ
るクラ
シッ
ク
を、
滑ら
「
人

聞
を
と
の
よ
う
に
搾
取
す
る
給
．幽
デ
ィ
ー
ラ
ー
た

ち」
に
彼
閉山
す
る
た
め

に
の
み、
世
に
出し
税
け

た
と

古
っ
てい
る。

話に
は
賭事
あるだ
ろ
う、
と
は
筆
記
者もζ

と
わっ
てい
る
とと
ろ
だが、
大慨は
た
わい
の

な
い、
つ
ま
り
決
し
て

政
治
的
で
な
い
彼
の
ホ
ラ

も
合
め
て、
一
人の
貧し
い、
し
か
し
拶
を
持ワ

て一
生
懸
命に
生
き
た
男
の
生
涯
が
伝
わ
っ
て
く

る、
そ
うし
た
文
学
的
な
感
動
も・残る→
冊で
あ

っ
た 。

（
新潮
社・一
五
O
O
問）

中
嶋
嶺
雄
著
『
中
ソ
対
立
と
現
代』

本
格
的
な
日
ソ

対
立
の

分
析

.. －.＋← ー
竿 芳司 ：
� t也ち
政綬

El まI シ 同 さ

5 』1�.�

中
ソ

対

伐

の

研

究

は
、

現

代

社

会

主

義

品

に

お

ける
円以沼
市宵説
題で
あるの
みなら
ず、
削叫
代枇

界
の
正
時限
・な
動
態
を
予
測
す
る
た
め
に
も、

必
要

不
可
欠
なテ
ー
マ
で
あ
る。
と
こ
ろ
が、

と
の
中

ソ
対立とい
う
テ17
は、
その
議
．裂
性がひ
ろ

〈

認

識

さ

れ

て

い

る

の

に

反

し

て
、

研

究

は

必，
す
’

し
も
十
分に
おこ
なわ
れて
い
る
とい
え
ない。

その
理
由の一
つ
は、
中ソ九』
もに、
公
表する

諸
資
料は、
き
わめ
て
イ
デオロ
ギー
的な
筑
伝

文

書
、

あ

る

い

は

マ

ル

ク

ス

十

レ

1

ニ

ン

主

義

の

？

教
義
解釈の
正
統
性を
あらそ
う
論争
的
性
械を

も
つ
も
の

が
む
お
く
、

tH（
の
中ソ
対
立
の

漂
白

が、

柑円
祭
に
か
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
お
おい
か

叫
縫
か
が
見
て
い
る
』

メ
ア
リ
・

H
－

ク
ラ
l
ク
箸

中
野
圭
ニ
訳

ご
笠寸
前に
妥・
？
ナ
を
殺
さ
れ
た、
ア
メ
H

カ
の
有
力
維
泌
の
縦
集
長
の
一

人
息
子
と
恋
人
の
女

流
作
家が
誘
拐
さ
れ
た．
ブ
ォ
ク
シ
1
と
名の
る
犯

人
は、
八
万二
千J
の
身
代
金
を
要
求
し
て
き
た・

と
の
制酬
は、
ニ
l
ナ
の
逃
阪
と
ほ
ぼ
同
じ
だっ
た
l

明岬
扮
さ
れ
た二
人
は、
ニュ
ーヨ
ー
ク
の
グ
ラン

ド・
セ
ン
ト
ラル
駅
地
下の
秘
携の一
貨に
蚊
嚇刑
さ

れ
る。
身
代
金
奪
取に
成
功
し
た
犯
人
は、
時
限
爆

仰
をセ
ッ
ト
し
た
と
通
告
し
て
き
た。
そ
の
時
刻

は、
＝
1
ナ
殺
盟国
犯
の
処
刑時
刻と一
致
し
て
い

た。
捜
査
仰
は
爆
般
的、に
二
人
を
救
え
る
か
lv －

制
仲
間A
UW
省、

死
刑
廃
止
論
争
な
ど
現
代
ア
メ
9

カ
の
断
耐
を
織
り
込
み
な
が
ら
快
適
な
テ
ン
ポ
で
説

帆引
を
引
きつ
け
る ＠

（
新
潟
文
出陣・
三
六
O
円）

( 208 )  

叫
沿海
外
と
は
日
本
人
民
と
っ
て
何
か
』

減
山
三
郎
著

本
当
は、

大
地
燃
え
る
イ
ヲ
y
か
ら
約
ま
り、

ア

ラ
ブ
首
長
出問、
英
国、
メ
キシコ、
米
閥、
カナ
ダ

匂に
働く日
本企
業の
駐
ぶ
民、
移
民の
ルサリ悩を
現

地
取
材
し、
克
明に
そ
の
尖
態
を
報
告
し
て
い
る．

円以
年の
術外
生
活
に
制
応
し
た
た
応、
泌
外
を

「
仕
事の
山ぎ
か
ら、
「
生
活の
旧制」
と
して
見
低

す
人、

本
社
か
ら
の
州
国
命
令
を
拒
ん
で
身
地
に
伐

る
人、
ま
た
逆に
「
日
本が一
添
い
い
で
す
よ」
と

つ
ぶ
や
い
た
人
：
：
：
。
そ
れ
ら
の
人
た
ち
を
泌
し
て
、

「
刷
外
と
は
何
か」、
「
日
本
人
と
は
何
か」
を
附

ぃ
、

ひ
い
て
は
『
人
生
の
側
他
と
は
何
か
」

を
問
い

か
ける・
即ち、
本
泌は、日
本
人の
新
しい
「
生き

方」
を
考え
る
うえの
材
料
を
副総
供
して
く
れる。

人
文
出向
調刊
秋・
八
二
O
何回

吋
恋
愛
と
結
婚』

朝
日
新
聞
社
編

「
初日
新
山間一
O
O
年の
記
事に
み
るシ
リ
ー
ズ」

〈
全
十
巻）

の
う
ち
の
一

巻。

明
治、

大
正、

昭
和

の．一一
代
に
わ
た
る
「
悠
党
と
鮎
般」

に
ま
つ
わ
る
庶

民
の
議
獄、

内川
淵
・

々
問、

向
山
必
愛、

悲
宏、

狂

恋、
そ
し
て
同
際ロ
マ
y
ス
の
数々
が
集
め
ら
れ
て

い
・
06

「モ
ル
ガy
b
f→u
その
ぷ
時制
と
失
必」、
「
訟
井
須

附
チ、
川
他
川の
後
を
山岨い
自
殺L、
「
古伺
此阿
武
郎、

川
入
山
宥と
桜
井
沢
心
中」、
「
谷
崎
尚一一郎、
千
代

夫
人
を
佐
川聞
が
犬
に
巡
る
」、
「
附
間
劇
f、

訴
の
帥開

小A
杉
本
良ム
u
と
誕
の
越
境
」

な
ど、

人
生
ド
ラ
マ
の

バ
ノ
ヲ
マ
が
佐
々
と
眼
前
に
炭
閲
す
る。

（
川明
日
新
聞
剥
・
一
κ
O
O
問）

( 209 ) 

町
現
代
日
本
の
政
治
花
｜
η
』

高
畠
通
敏
著

、、オ
イル．、va
ッ
ク
か
ら
五
年、
大
学の
反
乱
か

ら
す
で
に
九
年。
ひ
と
つ
の
時
代
が
終
わ
っ
た
と
と

は
怖
か
だ
が、
ど
の
よ
う
な
時
代
が
始
まっ
た
か
は

維の
日
に
も
定
か
で
は
ない。
出燃
巾人に
は、
そ
ういー

う
時
代
が
し
ば
し
ば
あ
る。

た
と
え
ば、
ル
ネサ
ン
ス
の
時
代
が
そ
う
だ
つ

たω

そ
う
い
う
と
き
、

ひ
と
は
、

自
分
の
足
下
を
見

つ
め、
自
分
の
内側
か
らの
前’K
頼
っ
て
生
き
る
こ

と
に
専
念
じ
た。

本
設
は
六
年
間A

主
に
新
聞
に
お
い
た
政
治
に
つ

い
ての
エ
ッ
セ
イ
集
で
、

全
体の
主眼
は
ひ
と
つ
ひ

とつ
の
現
象の
お
く
民κ
あ
る
情
泌を
見究め、
そ

の
怠
味
を
自
分
に
即
し
て
考え
た
い、
と
い
う
と
と

に
あ
る
l！。

（コ
二
容
閉山・一
八
O
O
問）
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内
：

＠ 

中

ソ

対

立

と

現

代

年
に
一

度
は
H
廠
トれ
山
H

に
山
〈H－
つ
が・
仰
に
、

今
ま
で
弘
は
あ
ず
か
っ

て

き
た。
説
得
す
る
祭
し
み
は、
山内
トh
bnH
との
巾山〈ハ
い
を
求
め
て
の
さ
す
ら
い

に
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い。
〈ー
か
ら
十
年
刊
以
前、
神
ぶ
川
以
軟
ηセ
ン
タ

ー
を
訪
問
し
た
川町
断、

む
に
父
な
く
かい
れ

小川
っ

た
本
州
で
下
に
し
た
小
川明
術

館
Eh
「
現
代
小
川
治」
も
円体
的
内
トれ
川の一
つ
と
し
て、
い
つ
で
も
机
か
ら

少の
と
ど
く
内
側
に
あ
る。
今
度、
そ
の
仰
に
「
小
ソ
対
史
と
現
代」
が
新

し
く
加
わ
っ

た。
決
し
て
オ
ー
バ
ー
な
れぷ
現
で
は
な
く、
小
川
学
の
倒
似
を

賢
料
的
κ
も、
分
断
的に
も・氷
し
て
く
れ
た
の
が
本什円
で
あ
る
と
同
時
κ、

日
本
を
と
り
ま
く
近
隣
同
羽
代
史
と
し
て
も
位
向
次
弘
ぞい
く
本
で
あ
ろ
う。

一

市
一

併
に
は
、

MM
山人
の
枕
れ
そ
ト〈
さ
く
変
え
る
決
定
的
側
川
の
ド
ラ
マ

が

あ
る。
そ
の
感
情
の
高
ま
り
を
符
必
は
傾
hM
仰
え
て、
ヤや
岐
κ
わ
た
る
デ
ー

タ
を
似
使
し
て
ク
ー
ル
に
九
分
過
り
解
明
し
て、
妓
り
の一
分
そ
説
者の
殿

前引
と
解
明
努
力
に
ゆ
だ
ね
る
手
法
そ
とっ
て
い
る。

作
ぷ
で、
モ
ン
ゴ
ル、
以
北、
新
岬が
小
ソ
州
凶
の
「
小
川
地川
と
で
あ

る
の
に
比
し
て、
州制
鮮
半
・川
は
小
ソ
州
川
の
「
綬
街
地川川」
で
あ
る、
イ
ン

ド
シ
ナ
平
山
を
合
ん
だ
乙
の
緩
街
地
引
が
常
κ
小
川
と
の
深
い
か
か
わ
り
を

も
ち
は
が
ら、
中
同
と
い
う
文
明の
山中
心
地
以
で
は
剣
肢の
側主什
と
は
わゆ
ら

ず、
不
ゃ
な
乙
と
に
中
国
を
小
心
と
す
る
こ
つ
の
川
辺
地
M械
が
然
戦
の
対
象

と
なっ
た
文
明
史
的
腿
聞
は、
ま
乙
と
に
説
引
力
κ
お
む。

第
一

訟
に
も、

い
く
つ

か
の
ド
ラ
7
が
絡
め
ら
れ
て
い
る。
ヤ
ル
タ
協
定

は
ソ
辿
に
怜
以
川
純計
を
小
山
的
K
が
似
す
る
フ
リ
lハ
ン
ド
そ
う
え
て
し
ま

っ
た
乙
と、
ヤ
ル
タ
協
定
実
行、
ポ
ー
ラ
ン
ド

川
尚
は
ど
を
通
じ
て
の
ア
メ

リ
カ
の
対
ソ
不
灯、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
ア
メ
リ
カ
は
な
ぜ
U
本
に
似
繊

投
下
を
敬
え
て
行っ
た
の
か、
そ
乙
に
は
ソ
迎
僚
制の
彫
が
大
き
く
浮
彫
り

に
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る。

そ
し
て
的
後
K
U
本
十U
M聞
に
ソ
述
を
怠
加

さ
せ
は
い
と
い
う
ト
ル

！
？
ン
の
決
怠
へ

と
同
め
ら
れ
て
い
く
ド
ラ
？

の
大

き
は
う
ね
り
は、

ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
に
は
が
で
あ
る。

閉山
二
伐
の
山
川町
は
つ
ぎ
の
筒
所
に
あ
る。
ヤ
ル
タ
山町
約
に
小
川
は
下
級
し

で
休
館u
し、

ア
メ
リ
カ
の
抗
日
努
力
で
の
共
同
性
に
同防
相聞
の
怠
を
七
Ah
ト八
会

で
公
表
し
た
に
か
か
わ
ら
ず、

ア
メ
リ
カ
の
対
融市
政
策
が
常
に
不
分
明
で、

つ
い
に
ア
メ
リ
カ
は
「
山
崎噸
独
占
の
向
失」
「
中
同
ω
・烈
火」
「
中
川
チ

トl
化の

耐火失」
とい
う
「
三
市．
ω
点
火」
そ
鮎
川ー
す
る
に
い品れ
る
必
劇
的
治
行

き
で
あ
ろ
う。
と
く
に、
「
ス
テ
イ
ル
ウ
ェ

ル
・

グ
ル
ー
プ」
と
い
う
ア
メ

リ
カ
の
級
品位
出品
派
の
作
任
は
忘
れ
然
い。

館一ニ
取
の
小
心
は、
小
ソ
の
本
米
的
r小
川
の一
務
で
あ
ろ
う。
ア
メ
リ
カ

のハ
リマ
ン
大
伎
に
向っ
て
ス
タ
ー
リ
ン
が
「
小
川
の
共
作
主
ぬ
将
はマ
ー

ガ
リン
共
応
主
炎
街」
だ
と
き
めつ
け
る
く
だ
り、
モ
ス
ク
ワ
K
お
け
る
毛

沢
東
に
対
す
る
ス
タ
ー
リ
ン
の
冷
遇
と
E
の
ね
ば
り
腰ぃ父
砂、
削切
注
品
切
に

なっ
て
い
る
中
ソ
条
約
の
実
際
の
発
効
が
釧
鮮
戦
争
附
船
他刊
の・九
O
年
九
月

で
あっ
た
乙
と
な
ど、
教
え
ら
れ
る
点
が
余
り
κ
も
多い。

筑
間
作品
の
朝
鮮
戦
争
は
ド
ラ
7
と
し
て
も、
資
料
と
し
て
も
一

級
の
山
米

映
え
で
あ
る。
今
度
公
表
さ
れ
た
同
世慣
行
文
必
に
よ
る
「
先
攻
論
争」
へ

の

断
明、
ア
チ
ソ
ン
前
必
で
「
刻
中点
に
鳥
U7
さ
れ
た
と
き、
第
一

κ
州
り
に
わは

る乙
と
は
攻
敏
手
党
け
た
川
民
が
ま
ず
そ
れ
κ
似
い仇
す
る
乙
と」
と
い・
三市

滋
晶、

ト
ル

1
7
ン
・
マ
ッ

カ
｜
サ
1
戦
時
抗
争
の
汁
払刊
に

め
る
ア
メ
リ
カ

の
山中
凶へ
の一
目
し
た
配
慮
な
ど
の
諸
点
に
つ
い
て
の、
資
料
的
κ
・袋
打
ち

さ
れ
た
分
析は
す
ば
ら
し
い。

そ
の
他、
日
制
同
叩
の
背
後
の
文
時
打
ス
タ
ー
リン
が
存
任
し
た
乙
と、

ス
タ
ー
リン
死
後の
中ソ
対
立
小ソ
対
立の
神
品
を
過
大将
価
す
る乙
と
の
危
険

性など、
小ソ
米
を
めぐ
る
現
代
川
際
尽
境
分
析
の
以一川
水
似
そ
ぶ
し
て
く
れ

た
決
定
版
が
本廿円
で
あ
る。
革h
4刊
の
努
hu
k
敬
意
ふh
ru
す
る
と
と
も
に、
ト小

川
tτ
トホ
年
のトム口
野
作
泊
代
紋
日間
図什H
K
仏
側
人
と
し
て
は
仰
せ
ん
し
た
い。

〈
中
央
公
諭
社・
一
七
O
O
川
）

20 
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内
：

＠ 

中

ソ

対

立

と

現

代

年
に
一

度
は
H
廠
トれ
山
H

に
山
〈H－
つ
が・
仰
に
、

今
ま
で
弘
は
あ
ず
か
っ

て

き
た。
説
得
す
る
祭
し
み
は、
山内
トh
bnH
との
巾山〈ハ
い
を
求
め
て
の
さ
す
ら
い

に
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い。
〈ー
か
ら
十
年
刊
以
前、
神
ぶ
川
以
軟
ηセ
ン
タ

ー
を
訪
問
し
た
川町
断、

む
に
父
な
く
かい
れ

小川
っ

た
本
州
で
下
に
し
た
小
川明
術

館
Eh
「
現
代
小
川
治」
も
円体
的
内
トれ
川の一
つ
と
し
て、
い
つ
で
も
机
か
ら

少の
と
ど
く
内
側
に
あ
る。
今
度、
そ
の
仰
に
「
小
ソ
対
史
と
現
代」
が
新

し
く
加
わ
っ

た。
決
し
て
オ
ー
バ
ー
な
れぷ
現
で
は
な
く、
小
川
学
の
倒
似
を

賢
料
的
κ
も、
分
断
的に
も・氷
し
て
く
れ
た
の
が
本什円
で
あ
る
と
同
時
κ、

日
本
を
と
り
ま
く
近
隣
同
羽
代
史
と
し
て
も
位
向
次
弘
ぞい
く
本
で
あ
ろ
う。

一

市
一

併
に
は
、

MM
山人
の
枕
れ
そ
ト〈
さ
く
変
え
る
決
定
的
側
川
の
ド
ラ
マ

が

あ
る。
そ
の
感
情
の
高
ま
り
を
符
必
は
傾
hM
仰
え
て、
ヤや
岐
κ
わ
た
る
デ
ー

タ
を
似
使
し
て
ク
ー
ル
に
九
分
過
り
解
明
し
て、
妓
り
の一
分
そ
説
者の
殿

前引
と
解
明
努
力
に
ゆ
だ
ね
る
手
法
そ
とっ
て
い
る。

作
ぷ
で、
モ
ン
ゴ
ル、
以
北、
新
岬が
小
ソ
州
凶
の
「
小
川
地川
と
で
あ

る
の
に
比
し
て、
州制
鮮
半
・川
は
小
ソ
州
川
の
「
綬
街
地川川」
で
あ
る、
イ
ン

ド
シ
ナ
平
山
を
合
ん
だ
乙
の
緩
街
地
引
が
常
κ
小
川
と
の
深
い
か
か
わ
り
を

も
ち
は
が
ら、
中
同
と
い
う
文
明の
山中
心
地
以
で
は
剣
肢の
側主什
と
は
わゆ
ら

ず、
不
ゃ
な
乙
と
に
中
国
を
小
心
と
す
る
こ
つ
の
川
辺
地
M械
が
然
戦
の
対
象

と
なっ
た
文
明
史
的
腿
聞
は、
ま
乙
と
に
説
引
力
κ
お
む。

第
一

訟
に
も、

い
く
つ

か
の
ド
ラ
7
が
絡
め
ら
れ
て
い
る。
ヤ
ル
タ
協
定

は
ソ
辿
に
怜
以
川
純計
を
小
山
的
K
が
似
す
る
フ
リ
lハ
ン
ド
そ
う
え
て
し
ま

っ
た
乙
と、
ヤ
ル
タ
協
定
実
行、
ポ
ー
ラ
ン
ド

川
尚
は
ど
を
通
じ
て
の
ア
メ

リ
カ
の
対
ソ
不
灯、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
ア
メ
リ
カ
は
な
ぜ
U
本
に
似
繊

投
下
を
敬
え
て
行っ
た
の
か、
そ
乙
に
は
ソ
迎
僚
制の
彫
が
大
き
く
浮
彫
り

に
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る。

そ
し
て
的
後
K
U
本
十U
M聞
に
ソ
述
を
怠
加

さ
せ
は
い
と
い
う
ト
ル

！
？
ン
の
決
怠
へ

と
同
め
ら
れ
て
い
く
ド
ラ
？

の
大

き
は
う
ね
り
は、

ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
に
は
が
で
あ
る。

閉山
二
伐
の
山
川町
は
つ
ぎ
の
筒
所
に
あ
る。
ヤ
ル
タ
山町
約
に
小
川
は
下
級
し

で
休
館u
し、

ア
メ
リ
カ
の
抗
日
努
力
で
の
共
同
性
に
同防
相聞
の
怠
を
七
Ah
ト八
会

で
公
表
し
た
に
か
か
わ
ら
ず、

ア
メ
リ
カ
の
対
融市
政
策
が
常
に
不
分
明
で、

つ
い
に
ア
メ
リ
カ
は
「
山
崎噸
独
占
の
向
失」
「
中
同
ω
・烈
火」
「
中
川
チ

トl
化の

耐火失」
とい
う
「
三
市．
ω
点
火」
そ
鮎
川ー
す
る
に
い品れ
る
必
劇
的
治
行

き
で
あ
ろ
う。
と
く
に、
「
ス
テ
イ
ル
ウ
ェ

ル
・

グ
ル
ー
プ」
と
い
う
ア
メ

リ
カ
の
級
品位
出品
派
の
作
任
は
忘
れ
然
い。

館一ニ
取
の
小
心
は、
小
ソ
の
本
米
的
r小
川
の一
務
で
あ
ろ
う。
ア
メ
リ
カ

のハ
リマ
ン
大
伎
に
向っ
て
ス
タ
ー
リ
ン
が
「
小
川
の
共
作
主
ぬ
将
はマ
ー

ガ
リン
共
応
主
炎
街」
だ
と
き
めつ
け
る
く
だ
り、
モ
ス
ク
ワ
K
お
け
る
毛

沢
東
に
対
す
る
ス
タ
ー
リ
ン
の
冷
遇
と
E
の
ね
ば
り
腰ぃ父
砂、
削切
注
品
切
に

なっ
て
い
る
中
ソ
条
約
の
実
際
の
発
効
が
釧
鮮
戦
争
附
船
他刊
の・九
O
年
九
月

で
あっ
た
乙
と
な
ど、
教
え
ら
れ
る
点
が
余
り
κ
も
多い。

筑
間
作品
の
朝
鮮
戦
争
は
ド
ラ
7
と
し
て
も、
資
料
と
し
て
も
一

級
の
山
米

映
え
で
あ
る。
今
度
公
表
さ
れ
た
同
世慣
行
文
必
に
よ
る
「
先
攻
論
争」
へ

の

断
明、
ア
チ
ソ
ン
前
必
で
「
刻
中点
に
鳥
U7
さ
れ
た
と
き、
第
一

κ
州
り
に
わは

る乙
と
は
攻
敏
手
党
け
た
川
民
が
ま
ず
そ
れ
κ
似
い仇
す
る
乙
と」
と
い・
三市

滋
晶、

ト
ル

1
7
ン
・
マ
ッ

カ
｜
サ
1
戦
時
抗
争
の
汁
払刊
に

め
る
ア
メ
リ
カ

の
山中
凶へ
の一
目
し
た
配
慮
な
ど
の
諸
点
に
つ
い
て
の、
資
料
的
κ
・袋
打
ち

さ
れ
た
分
析は
す
ば
ら
し
い。

そ
の
他、
日
制
同
叩
の
背
後
の
文
時
打
ス
タ
ー
リン
が
存
任
し
た
乙
と、

ス
タ
ー
リン
死
後の
中ソ
対
立
小ソ
対
立の
神
品
を
過
大将
価
す
る乙
と
の
危
険

性など、
小ソ
米
を
めぐ
る
現
代
川
際
尽
境
分
析
の
以一川
水
似
そ
ぶ
し
て
く
れ

た
決
定
版
が
本廿円
で
あ
る。
革h
4刊
の
努
hu
k
敬
意
ふh
ru
す
る
と
と
も
に、
ト小

川
tτ
トホ
年
のトム口
野
作
泊
代
紋
日間
図什H
K
仏
側
人
と
し
て
は
仰
せ
ん
し
た
い。

〈
中
央
公
諭
社・
一
七
O
O
川
）
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中
央公
論
社
／一
九七
八
年
／ニ
九八ペ
ー
ジ

中
ソ
対
立に
つ
い
て
は
すで
に
多
く
が
語
ら
れて
お

り、
評
者
も
そ
れに
つ
い
て
まっ
た
くの
門
外
漢で
は

な
い
と
い
うこ
と
を。
前
提に、
正
直いっ
て
多
少
と
も

怪い
気
持で
本
舎
を
読み
始
め
た
が、
読
み
進
むに
つ

れて、
そ
う
し
た
前
提
が
と
ん
で
も
な
い
思い
違
い
で

ある乙
と
を
焔い
ほ
ど
悟ら
さ
れ
た。
次つ
ぎ
と
指
摘

さ
れ
る
事
実の
怠
外
さ
と
歴
史の
丞
み
に
き
わ
めて
強

い
衝
撃
を・つ
け
た。
ま
ずそ
の
点
を
告
白
し
て
お
き
た

・しV
第二
次
大
戦
末
期の
ヤ
ル
タ
休
制の
形
成
か
ら一
九

五
0
年
代
後
半に
至
る
時
期に
か
け
て、
中
ソ
関
係

は、
た
し
かに
部
分
的な
降・撚
や
不
協
和
音が
発
生
し

て
はい
た
ものの、
基
本
的
に
は
中
国
側の
「
向ソ一

辺
倒」
の
立
場に
み
ら
れ
る
よ
うに、
強
固
な
同
盟
関

係
を
基
礎
と
す
る
友
好
的、
協
力
的
な
も
の
で
あっ

た、
と
い
うの
が一
般
の
見
方で
あっ
た。
本
書は
そ

うい
う
常
識
的
な
中ソ
関
係イ
メ
ー
ジ
を
根
本
的に
改

め
る乙
と
そ
わ
れ
わ
れ
に
促
すだ
けで
な
く、
中ソ
の

そ
れ
は
状
況の
変
化に
応じ
て
変
動
し
や
すい
もの
で

あ
る。
そ
の
さ
い、
民
族
問な
い
し
悶
家
間の
対
立の

制
点か
ら
みて、
モ
ンゴ
ル、
東
北
（「
満
洲」）、
新

版
とい
う
両
国
間の
「
接
触
領
域」
は、
双
方の
ナシ

ョ
ナ
リズ
ム
の
激
突の
舞
台で
あ
る
とい
う
怠
味で
の

「
中
間
地
指」
を
形
成
じ、
他
方、
朝
鮮
半
島
は一
種

の
「
絞
街
地
桜」
だっ
た
と
い
う
「
地
政
学
的
状
況」

を
ま
ず
確
認
するζ
と
を
読
者は
求
め
ら
れる。
そ
う

し
た
状
況の
も
とで、
毛
沢
東
は
お
そ
く
まで
外モ
ン

ゴ
ル
が
中
国の一
部
と
な
る乙
と
を
予
想
し、
他
方、

ス
タ
ー
リン
は
東
北
と
新
砲に
もソ
速
影
響
下の
政
権

が
樹
立
さ
れ
るこ
と
を
期
待
し
た
の
で
あ
り、
そ
うい

う
思
惑
が
戦
後の
ア
ジ
ア
世
界
を
か
た
ちづ
く
る
主
要

な
妥
索
と
なっ
た
の
で
あ
る。

第一
章「ア
ジ
ア
の
冷
戦
と
中ソ
関
係」
に
お
い
て

は、
「
冷
戦」
が
籾
鮮
戦
争
前
後で
は
な
く
「
す
で
に

ヤ
ル
タ
体
制の
展
開
椛
造そ
の
ものの
な
かで
発
生」

し
て
い
た
の
で
あ
り、
ヤル
タ
体
制は
「
将
来に
お
け

る
ソ
速の
著
しい
優
位」
を
保
証
する
反
面、
中
国
を

グ
人
身
御
供d
に
し、
「
中
国
ナ
ショ
ナ
リズ
ム
の
帰
結

す
る
方
向：：：
をい
さ
さ
か
も
組
み
込
ん
で
い
な
かっ

た」
と
い
う
点で
根
本
的
な
矛
盾
をは
ら
ん
で
い
た
こ

と
が
明
ら
かに
さ
れ
る。
そ
うい
う
もの
と
し
て
の
ヤ

ル
タ
の
密
約は、
「
来ア
ジ
ア
の
戦
後
国
際
環
境
の
形

成
の
プロ
セ
ス
を
決
定
的に
左
右」
し
た
の
で
あ
る。

し
か
も、
アジ
ア
に
お
け
る
「
冷
戦」
は、
中
国の
将

��1 悲調対
立
関
係が
戦
後
の
ア
ジ
ア
の
国
際
環
境の
あ
り
方
を

決
定
的に
左
右
する
もの
で
あっ
た、
と
い
う
大
胆
な

主
張
を
わ
れ
わ
れ
に
投
げ
か
けて
い
る
の
で
あ
る。
述

内品一
九
五
八
年ど
ろに
端
を
発
す
る
と
み
ら
れ
て
い
る

中ソ
聞の
対
立が、
じ
つ
は
そ
うで
は
な
くて、
ヤ
ル

タ
協
定そ
の
もの
の
な
か
に
茄
芽
的な
か
た
ち
で
枠づ

け
ら
れて
お
り、
四
九
年か
ら五
0
年
代
前
半に
か
け

て
の
中ソ
会
談、
朝
鮮
戦
争、
高
崩
事
件
な
ど
を
め
ぐ

っ
て
両
国の
関
係は、
表
面
上
の
「一
辺
倒」
路
線
と

は
逆に
極
度の
緊
張
を
は
ら
ん
だ
もの
に
な
り、
五
八

年の
激
発に
至
る
まで
に
すで
に
対
立の
構
図
は
決
定

さ
れ
て
い
た、
とい
うの
で
ある。
さ
らに、
ス
タ
ー

リン
の
中
国に
た
い
す
る
さ
ま
ざ
まの
舟心
と
そ
れに

た
い
す
る
毛
沢
東の
側の
強い
反
発
が、
戦
後の
ア
ジ

ア
の
冷
戦
と
熱
戦の
あ
り
方
を
方
向づ
ける
もっ
と
も

重
要
な
要
因の一
つ
で
あっ
た、
と
す
るの
が
本
書の

基
本
的
な
主
題
で
ある。

乙
の
時
期、
す
な
わ
ち一
九
四
五
年
か
ら
五
九
年
ま

で
の
期
間の
中ソ
関
係は、
「
ま
え
が
き」
に
お
い
て

触
れ
ら
れて
い
る
よ
うに、
わ
が
国で
は
従
来
断
片
的

来
を
合
ん
だ
「
そ
の
輪
郭が
不
確
定」
で
あ
り、
「ヨ

ーロ
ッパ
の
よ
うに
桃
進
化さ
れ
え
な
かっ
た」
た
め

に、
「一
挙に
沸
騰
点に
迷
し、
熱
戦
化せ
ざ
る
を
え

な
かっ
た」
とい
え
る。

c

mニ
掌「
米
中
関
係の
心
班
と
宿
命」
は、
以
後の

ア
ジ
ア
の
冷
戦
椛
造が
形
成
さ
れ
る
過
程
に
お
け
る
米

中
間の
誤
算
と
ディ
レ
ン
マ
を
扱っ
て
い
る。
米
中
関

係
は、
「
民
族
的かつ
イ
デ
オロ
ギ
ー
的
な
深
い
・陪
擦

に
根ざ
す
中ソ
関
係
と
巡っ
て」
「
永
く
培
わ
れ
た
親

和の
紐
帯」
に
よ
り
結ぼ
れて
き
た。
ア
メ
リカ
の
ア

ジ
ア
政
策の
基
調
に
は
「つ
ねに
中
国
に
たい
す
る
十

全
の
配
慮
と
中
国
民
族に
た
い
する
畏
敬の
念
が
潜ん

で
い
た」
し、
他
方、
毛
沢
東の
側
も
戦
争
末
期に、

「
わ
れ
わ
れ
中
国
人は、
ソ
速の
援
助
を
待つ
て
はい

な
い」
「ア
メ
リ
カ
は
た
ん
に
中
国の
経
済
開
発
を
援

助
する
の
に
もっ
と
も
ふ
さ
わ
しい
国と
い
うだ
けで

な
く、
ア
メ
リカ
は
中
国
と
完
全
に
提
携し
て
ゆ
け
る

唯一
の
国で
も
あ
る」
と
発
言
して
い
た
の
で
あ
る。

し
か
し、
「
国
共
両
党
を
と
もに
十
分
満
足さ
せ
得
な

い
不
透
明
かつ
あい
まい
な」
対
翠
政
策
を
とっ
て
い

た
ア
メ
リ
カ
政
府は、
国
共
内
戦に
お
け
る
共
産
党
側

の
俊
勢
と
と
もに
「
中
国
チ
ト
l
化」
へ
の
期
待
と

「
中
国
喪
失」
へ
の
苛
立
ちに
ゆ
さ
ぶ
ら
れ、
そ
う
し

た
ディ
レ
ン
マ
の
結
晶で
あ
る
『
中
国
白
書』
を
発
表

する乙
と
に
よっ
て、
さ
らに
激
しい
内
外の
集
中
砲

火
を
浴
びる。
トル
lマ
ン
政
権は、
一
九
五
O
年
初

に
し
か
取
り
土
げ
ら
れてこ
な
かっ
た
よ
うで
あ
る。

そ
の
原
因は、
戦
後
国
際
環
境の
歴
史
的
特
質
を
明
ら

か
に
す
る
と
い
うス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
作
業の
な
か
で

中ソ
関
係
を
位
置づ
ける
総
恕
がこ
れ
まで
之
し
かっ

た
こ
とに
あ
る
が、
そ
れ
以
外に
共
産
図
研
究の
常
と

し
て
資
料
的
制
約が
大
き
かっ
たこ
と
に
も
あ
るで
あ

ろ
う。
本
番の
な
かで
著
者
は、
最
近
米
国で
公
開
さ

れ
た
外
交
文
書や、
文
化
大
革
命
と
中ソ
対
立の
高
ま

りの
な
か
で
公
表
さ
れ
た
築
面
史
資料ゃ、
毛
沢
東
の

非
公
開
文
献
や
フル
シ
チョ
フの
回
想
録
な
ど
を
全
面

的
に
活
用
すると
と
に
よ
り、
と
れ
まで
隠
さ
れ
て
い

た
意
味
付
けや
事
実の
脈
絡
を
採
り
だ
す乙
と
に
成
功

し
て
い
る。
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木
舎
は
全
体で
八つ
の
章
か
ら
な
り
たっ
て
い
る。

序
章「
中ソ
対
立
の
構
造
と
P
地
政
学十」
で
は、
ま

ず
中ソ
対
立
を
分
析
す
る
理
論
的
視
角
と
し
て、
四つ

の
レベ
ル
の
対
立
構
造が
明
ら
か
に
さ
れ
る。
そ
れ

は、
「
ω
民
族
的
対
立
な
い
し
は
ナ
ショ
ナ
リ
ズ
ム
の

相
刻、
ω
国
家
的
対
立
な
い
し
は
国
家エ
ゴ
イ
ズ
ム
の

対
立、
ωイ
デ
オロ
ギ
ー
的
対
立
な
い
し
は
教
義
上の

異
端
者
向
士
的
対
立、
制
政
府
間の
対
立
な
い
し
は
外

交
上の
対
立」
で
あ
る。
乙
れ
ら
すべ
て
は
「
霊
間
的

に一
休
化」
し
て
い
る
が、
ω
仰の
対
立
が
歴
史
的
に

根
深
く、
和
解
困
難で
あ
る
の
に
た
い
し
て、

ωωの

政の
中ソ
交
渉に
お
け
る
深
刻
な
仙
裂
を
十
分に
見
抜

け
ず、
悶
内で
はマ
ッ
カ
ーシ
ー
旋
風
攻
般
に
山〈口

ぃ、
「
中
国
チ
ト
l
化
の
授
火」
に
直
面
し、
や
が
て

「
決
定
した
政
策
と
まっ
た
く
逆
行
す
る
戦
略
を
反
問

する
ζ
と
に
なっ
たの
で
あ
る」。

乙
の
微
妙な
時
期の
中ソ
関
係
は、
第三
章
「
毛
沢

東
とス
タ
ー
リン」
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れる。
ス

タ
ー
リン
は
毛
沢
東
を
「マ
ー
ガ
リン・
マ
ル
クス
主

義
者」
と
み
な
し、
国土（
内
滋の
期
間
中
古什
介
石
政一
取

を
認
知
しつ
づ
け
た
が、
そ
れ
に
た
い
し
て
対
米
符
和

政
策
を
実
施
し
て
い
た
毛
沢
東の
側
は、
四
九
年
七
月

に
「
向ソ一
辺
倒」
を
宣
言
し
て
大
き
く
方
向
転
換
を

し
た。
乙
の
方
向
転
換の
もっ
と
も
重
要
な
要
因は、

著
者に
よ
れ
ば
「
毛
沢
東の
強
烈
な
対ソ・
ナショ
ナ

リズ
ム
を
実
現
する
た
めの
戦
術
的
配
慮」
で
あ
る
と

さ
れ
る。
同
年
八
月
以
降
中
国
各
地
で
い
さ
さ
か
不
自

然
なソ
連
と
ス
タ
ー
リン
に
た
い
す
る
称
銃キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
進
行
す
る
な
かで、
毛
沢
東は
向
年
末
か
ら
翌

五
O
年
に
か
けて
訪ソ
し、
中ソ
友
好
同
盟
相
互
援
助

条
約が
結ぼ
れ
る。
乙
の
モ
ス
クワ
会
談は、
表
面
上

の
友
好
協
力ム
1
ド
と
は
哀
は
らに、
新
国
家
建
設
直

後の
最
高
指
導
者が
ニ
ヵ
月
も
国
を
留
守
に
せ
ざ
る
を

え
な
い
ほ
ど
緊
迫
し
た
もの
で
あ
り、
ス
タ
ー
リン
が

「
不
凍
港
と
鉄
道
をは
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
利
権

を
要
求」
し
た
の
に
た
い
し
て、
毛
沢
東は
の
ち
ほ
ど

「
私
とス
タ
ー
リン
は
モ
ス
ク
ワ
で
二力
月いい
争つ
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た」
と
諮っ
た
よ
うに、
粘
り
強い
抵
抗
を
示
し
た
の

で
あっ
た。

第
四
章
「
朝
鮮
戦
争
と
中ソ
対
立」
に
お
い
て
は、

P
謎だ
ら
けの
戦
争d
で
あ
る
朝
鮮
戦
争が
真
正
面
か

ら
取
り
上
げ
ら
れ
る。
そ
の
さ
い、
近
年ア
メ
リ
カ
側

の
機
密
文
書が
公
開さ
れ、
すで
に
公
刊
さ
れ
て
い
た

資
料
と
あ
わせ
て、
「
従
来の
仮
説
や
通
説
そ
あ
る
い

は
覆
え
し、
あ
る
い
は
検
証」
するζ
と
を
可
能に
し

た
乙
と
が、
著
者がこ
の
問
題に
ひ
と
き
わ
力
を
入
れ

て
取
り
組
む
背
景
と
なっ
て
い
る。
ま
ずア
メ
リ
カ
政

府の
対
応で
あ
る
が、
五
O
年一
月に
そ
れ
は
「
斡
国

と
台
湾
を
も
は
や
ア
メ
リ
カの
戦
略
的
対
象
か
ら
除

外」
するこ
と
を
決
定
し、
「
危
機
発
生に
つ
い
て
の

深
刻な
誤
算の
な
かで、
ひ
と
た
び
戦
争
が
勃
発
する

や
事
態の
重
大
性に
驚く
周
章
狼
狽ぷ
り」
を
示
し、

こ
と
に
「
中
国
参
戦の
可
能
性
を
まっ
た
く
予
見し
得

な
かっ
た、
も
し
く
は
見
く
びっ
て
い
た」
な
どの
点

が
明
ら
か
に
さ
れ
る。
他
方、
共
践
主
義
陣
営の
側の

対
応で
あ
る
が、
著
者は
そ
れに
関
す
る
「
諸
説」
を
‘

紹
介
した
の
ち、
こ
の
戦
争
が
結
局
は
「
民
族
解
放
戦

争」
と
し
て
必
然
的に
勃
発
した
も
の
で
あっ
た
との

「
仮
説」
を
提
示
し、
中ソ
の
態
度に
検
討
を
加
え
る。

こ
と
に
中
凶に
関
述
して、
の
ち
ほ
ど
明
ら
か
に
さ
れ

る
よ
うに
中
国は
ソ
速の
朝
鮮
戦
争
と
の
か
か
わ
り
方

新
砥の
中ソ
合
弁
会
社
解
散な
ど
を
含
む一
0
項
目の

宣
言、
協
定
な
ど
の
文
書が
署
名さ
れ、
中
国の
グ
対

ソ
平
等
化H
が
前
進
し
た。
五
六
年二
月の
ソ
連
共
産

党
第二
O
回
大
会で
フル
シ
チョ
フ
が
打
ち
出
し
た

「ス
タ
ー
リン
批
判」
に
た
い
し
て、
毛
沢
東は一
面で

歓
迎
し、
他
面で
許
容し
え
な
い
と
い
う
「
両
義
的
な

心
境」
を
味
わっ
た
が、
五
七
年一
一
月の
モ
ス
ク
ワ

会
談の
さ
い
に
は
両
者の
前
が
深
ま
っ
た。
「
毛
沢
東

に
とっ
て、
ソ
連
共
産
党
第二
O
回
大
会で
の
フ
ル
シ

チョ
フ
の
問
題
提
起が
最
初の
戸
惑
い
で
あっ
た
と
し

た
ら、
今
回
は、
そ
の
戸
惑い
が
確
執へ
と
発
展
した

重
大
な
契
機
と
なっ
た」。
こ
の
よ
うに
確
執
を
増
し

て
いっ
た
中ソ
関
係は、
五
八
年
互の
台
湾
海
峡
危
機

を
きっ
か
けに
破
局へ
と
進
ん
でい
く。
七
月
末か
ら

八
月
初
め
に
フ
ル
シ
チョ
フ
が7
リノ
ア
ス
キ
ー
国
防

相
ら
を
伴っ
て
事
前の
発
表な
しに
訪
中
し、
中ソ
述

合
艦
隊や
共
同
軍
事
電
波
体
制の
設
留
を
申し
入
れた

が、
中
国
は
そ
れ
を
拒
否
し
た
ば
か
り
か、
台
湾
海
峡

の
金
門
島
砲
撃
を
決
定し
て
い
た
の
に
そ
れ
に
は一
言

も
触
れ
な
かっ
た。
八
月
下
旬の
金
門
島
砲
撃は
ソ
速

の
要
求
に
たい
す
る
回
答で
あ
り、
中
国は
重
大
な
国

際
危
機
を
作
り
だ
すこ
と
に
よ
り
米
台
関
係
と
中ソ
条

約の
両
方の
有
効
性
を
試
し
た
の
だ、
と
著
者
はい
う。

危
機に
さい
し
て、
ダレ
ス
は
「
戦
争
瀬
戸
際
政
策」

をζ
ζ
ろ
み、
フ
ル
シ
チョ
フ
は
「
中
国
と
扶
を
分つ

ζ
と
を
決
め
た」
の
で
あ
り、
乙
の
危
機
は
「
核
時
代

に
強い
不
満
を
も
ち、
五
O
年の
建
軍
節
に
は
「ソ
巡

設
美に
終
始
し
て
い
た
中
国
首
脳が、
中
国
参
戦
後の

翌
五一
年
の
建
軍
節
で
は
も
は
やソ
述
を
称え
て
い
な

い」
ζ
と
が
示
さ
れ
て
お
り、
興
味
深い。
さ
らに
注

目
すべ
きこ
と
は、
中
国の
朝鮮
参
戦
の
動
機
が、

「ソ
述
軍が
再
び、：：：
当
時
は
親ス
タ
ー
リン
的
な
日

間
支
配
下の
東
北
（「
満洲」）
に一
挙に
進
駐
し
か
ね

な
い
と
い
う
危
恨
を
中
国
側が
深
刻に
感
じ
て
い
た」

こ
と
に
あ
る、
と
する
評
価
が
行
な
わ
れ
て
い
る乙
と

で
ある。
つ
ま
り、
「い
ま
や
東
北のM
防
衛4
乙
そ、

台
湾
解
放
以
上に
中
国に
とっ
て
切
実な
課
題
に
転
じ

て
い
た
の
で
あ
り、
そ
れ
は、
マ
ッ
カ
l
サ
｜
戦
略
か

ら
の
P
防
衛H
で
あ
る
以
上
に、
よ
り
直
接
的
に
はソ

速
の
東
北
再
占
領か
らの
グ
防
衛H
で
あっ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る」
と
さ
れ
る。
そ
して、
「
朝
鮮
戦
争
が
中

ソ
対
立
の
重
要な
歴
史
的
段
階
を
刻
ん
だ
と
い
う
訟
味

で
も、
と
の
戦
争
は
戦
後
国
際
政
治
史の
ク
ラ
イマ
ッ

クス
だっ
た』
と
す
る
主
張が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る。

第五
訟は、
「
一両
J肘
事
件と
東
北
を
め
ぐ
る
中
ソ
関

係」
の
分
析に
あて
ら
れ
る。
東
北
地
方
の
党、
行

政、
軍
を一
手に
握っ
て
い
た
高
閲
と、
悲
来の
最
高

指
導
者で
あっ
た
餓
激
石に
たい
し
て、
ス
タ
ー
リン

死
後の
五
三
年三
月の
時
点で
毛
沢
東は
批
判
を
行
な

い、
五
五
年三
月の
段
階に
なっ
て
高
尚
ら
は
東
北
を

「
独
立
王
国
た
ら
し
め
よ
う
と
し
た」
と
し
て
公
然
と

告
発さ
れ
た。
著
者は、
こ
の
事
件が
「
中ソ
問の
抗

に
お
け
る
米
中ソ
校
擬
戦
争
と
し
て
の
歴
史の
教
訓
を

さ
ま
ざ
ま
な
な
味に
おい
て
現
代
史の一
ペ
ー
ジ
に
刻

印
した
の
で
あっ
た」
と
さ
れ
る。

終
立
「
中ソ
対
立の
神
話」
で
は、
ま
ず
「
現
代
史

に
お
け
る
陥
非
と
し
て
の
後
知
恵」
が
問
題
に
さ
れ

る。
朝
鮮
戦
争が
「
そ
れ
に
か
か
わっ
た
米・
中・
ソ

三
国の
誤
釦の
相
来の
う
えに
冷
戦
か
ら
熱
戦に
転
化

し
た」
よ
うに、
歴
史の
経
路は
何
置
もの
誤
算
や
不

決
断に
よっ
て
決
定
さ
れる。
そ
れ
を
後
世の
歴
史
家

は、
し
ば
し
ば
当
事
者が
完
全
情
報
と
十
分な
行
動
能

力
に
忍
ま
れ
て
い
た
か
の
よ
うに
評
価し
て
判
断
を
下

すこ
と
が
あ
る
が、
そ
れ
が
「
後
知
志の
錯
誤」
で
あ

る。
廃
史の
諸
条
件
を
さ
ま
ざ
ま
に
仮
定し
て
HHd

と
い
う
問い
か
け
を
す
る
の
も
「
後
知
芯」
の一
和
だ

が、
そ
れに
反
し
て「歴
史の
文
脈
に
根づ
い
たPU
L

が
あ
り
う
る
し、
そ
うい
う
μ託d
乙
そ
取
り
上
げ
ら

れ
るべ
き
で
ある。
中ソ
関
係に
も
そ
の
題
材
が
多

い。
た
と
え
ばア
メ
リ
カ
政
府が一
方で
「
中
関
チ
ト

l
化」
の
予
測
と
期
待
を
も
ち、
そ
の
意
味で
「
歴
史

の
文
脈に
根づ
い
たグ任
L
K
気づ
き
な
が
ら、
そ
れ

を
具
体
的
な
政
策
と
し
て
実
行し
え
な
かっ
た
例
な
ど

が
そ
れに
あ
た
る。
最
後に
著
者
は、
「
中ソ
の一
枚

岩
的
団
結
と
い
う
神
話」
が
崩
壊
した
今
日、
「
そ
の

反
作
用
と
し
て
で
あ
ろ
う
か、
今
度は
永
訟の
中ソ
対

立
と
い
う
新
しい
神
話
が
生
成
し
は
じ
め
てい
る」
こ

と
を
指
摘し、
最
初に
提
起
した
担
論
的
視
角に
立
ち

争
の一
環
に
位
置づ
け
う
る
丞
大
事
件で
あっ
た
と
の

仮
説」
を
笑
証
的に
検
証
し
よ
う
と
する。
そ
し
て
事

件の
経
過
や
中ソ
の
す阿
闘
に
た
い
す
る
評
価の
変
化に

つ
い
て
分
析
し、
毛
沢
束、
劉
少
奇、
周
恩
来、
部
小
平

と
の
関
係に
つ
い
て
詳
細に
考
証
を
進
め
る。
ス
タ
ー

リン
の
隣
接
地
域
に
た
い
する
対
外
進
出の
方
法
は、

東
欧
諸
国で
み
ら
れ
た
よ
うに、
「
ま
ず
第一
に
軍
事

占
領、
第二
に
現
政
府
を
利
用
しつ
つ
そ
の
権
威
を
結

うζ
と、
第三
に
は
内
以や
局
地
戦
を
利
用
しつ
つ
相

手
国
共
産
党
を
支
持
するこ
と」
に
あっ
た
が、
第
三

の
点に
つ
い
て
は
土
着の
共
産
主
義
勢
力が
増
強さ
れ

る
と
と
を
欲せ
ず、
ソ
述
仕
込み
の
親ソ
派
を
送
り
込

ん
だ。
ス
タ
ー
リン
が
高
闘
を
通
じて、
北
京の
中
央

も
し
ら
な
い
貿
易
協
定
を
東
北
人
民
政
府
と
結び）
独

自の
か
た
ち
で
人
的
交
流
を
進
め
た
の
も、
同
地に
ソ

速
の
影
響
？？に
あ
る
「
独
立
王
国」
を
築
かせ、
そ
れ

を
巡
じ
て
党
中
央の
権
力
を
お
取
さ
せ
よ
う
と
し
た
た

め
で
あっ
た。
乙
の
事
件に
現
わ
れ
た
中ソ
の
角
逐の

根
深
さ
に
改
め
て
驚
か
さ
れ
る。

第
六
章
「
中ソ
関
係の
緩
和
と
政
局」
に
お
い
て

は、
五
三
年
三
月の
ス
タ
ー
リン
の
死
前
後
か
ら
五
八

年に
中ソ
山K
破
防
が
到
来
する
ま
で
の
期
間の
中ソ

関
係
が
取
り
扱
わ
れ
る。
ス
タ
ー
リン
の
死
後
中ソ
関

係
は
急テン
ポ
で
改
善
さ
れ、
ソ
速
か
ら
大
規
模な
新

規の
援
助
が
与
え
ら
れた。
五
凶
年
秋に
は
フ
ル
シ
チ

ョ
フ
ら
が
訪
中
し、
旅
順口
か
ら
のソ
述
軍の
撤
退、
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戻る。
四つ
の
レベ
ル
の
対
立
糾
造
の
う
ち、
「
民
族

的、
国
家
的
対
立」
の
商
か・り
す
れ
ば
中ソ
対
立
は
き

わ
め
て
根
深い
が、
「
党
間
対
立、
政
府
間
対
立」
の

レベ
ル
で
は
「
調
，松
可
能な
条
件
が
すで
に
出
て
き
て

い
る」。
「
中ソ
関
係の
将
米
を
宿
命
的
な
対
立
の
図
式

に
の
み
同
定し
て
展
望
する
ζ
と
は、
庇
史の
文
脈に

根づ
い
た
Pげはd
を一舟び
見
失
うこ
と
に
な
る
か
も
し

れ
ない」。四

政
治
学
者に
よ
る
鋭い
問
題
関
心
と
歴
史
山主匂に
よ

る
綿
密
な
史
料
渉
猟
を
あ
わせ
もっ
た
木
書に
つ
い
て

は、
教
示
さ
れ
ると
と
の
み
多
く、
批
判
すべ
き
点
は

ほ
と
ん
ど
み
う
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
が、
よ
り
以
上

の
教
示
を
得
た
い
点
を
あ
え
て
二、
三
指
摘
し
て
お
き

」』、。
ー
しま

ず
初
め
に、
序
章で
み
ら
れ
た
理
論
的
視
角、
ζ

と
に
四つ
の
レベ
ル
の
対
立
総
造
と
い
う
分
析
方
法

は、
本
書
全
体に
わ
たっ
て
生一
か
さ
れ
て
はい
る
もの

の、
一
章
か
ら
六
立
ま
で
の
木
文の
なかで
よ
り
目
的

怠
識
的に
展
開
さ
れ
て
い
れ
ば、
本
書は
もっ
と
立
体

的
な
椛
成
と
内
容
を
もっ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る。
中ソ
対
立
の
別立川
的
抑
下
げは
ほ
と
ん
ど
ま

だ
試
み
ら
れ
て
い
な
い
蹴
卒
業
で
あ
る
が、
そ
れ
だ
け

に
本
書の
著
者に
は
庇
火
分
析に
そっ
た
か
た
ち
で
そ

の
鋭い
問
題
提
起
を
発
展
さ
せ
て
くれ
る
こ
と
を
期
待

評主？95 



し
うる。

次に、
著
者の
い
う
「
中
間
地
帯」、
毛
沢
東
の
言

葉で
は
「二
つ
の
植
民
地」
の
う
ち、
東
北（「
満
洲」）

に
つ
い
て
は
満
足
し
う
る
全
面
的
な
考
察
が
み
ら
れ
る

が、
も
う一
つ
の
新
組に
つ
い
て
も、
そ
れ
と
同
様に

精
力
的な
分
析
を
加
えて
い
た
だ
き
たい。
四
四
年
か

ら
四
九
年
に
か
け
て
新
加
省で
発
生
し
た
い
わ
ゆ
る

「
三
区
革
命」
の
性
格は、
ソ
速
と
の
関
係
も
合
め
て

大
変
複
雑
な
ようで
あ
る
が、
少
な
く
と
もそ
れ
が
本

書の一
貫
した
主
忠
の
な
か
に
ど
う
位
置づ
け
ら
れ
る

の
か
を
示
し
て
ほ
し
かっ
た
と
考
える。

また、
小
さ
な
点で
はあ
る
が、
ソ
述の
第二
O
回

党
大
会で
「ス
タ
ー
リン
批
判」
を
含
む
新
路
線
が
提

起さ
れ
たこ
と
に
たい
す
る
毛
沢
東の
反
応
は、
「
戸

惑い」
とい
うよ
り
は
もっ
と
強い
反
発で
は
な
かっ

た
か。
ま
た
同じ
五
六年の
ポ
ー
ラン
ド
政
変やハ
ン

ガ
リ
ー
動
乱に
さ
い
して、
た
し
かに
ゆ
国は
表
面
的

に
は
「ソ
連
中
心」
を
掲
げてハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
収
拾

に
積
極
的に
動い
た
け
れ
ど
も、
そ
の
過
程
を
も
合め

て
「
大
国ショ
l
ヴィニ
ズ
ム
批
判」
を
執
効に
打
ち

出
して
お
り、
事
態の
な
り
ゆ
き
全
般
に
たい
し
て
き

わ
め
て
強
烈
な
危
倶
と
反
感
を
抱い
た
と
は
み
ら
れ
な

い
だ
ろ
う
か。
中
ソ
対
立の
発
端
を
第二
O
回
大
会に

お
く
見
解の
誤
り
は
本
書
全
体
が
見
事に
託
明
する
と

こ
ろで
あ
る
が、
に
も
か
か
わ
ら
ず
五
六
年に
毛
沢
東

の
側
が
感
じ
た
強い
違
和
感
を、
対
立
を
も
う一
歩
進

め
るパ
ネ
と
なっ
た
要
系
と
し
て
も
う
少し
大き
く
評

価
し
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る。

さ
らに、
中
ソ
対
立の
持
続
性
を
展
望
する
こ
と
は

容
易で
は
な
い
が、
一
方で
は
「
永
遠の
中ソ
対立
と

い
う
新
し
い
神
話」
を
否
認
するこ
と
に
共
感
を
抱
き

な
が
ら、
他
方、
部
小
平
時
代に
「
毛
沢
東の
対ソ
認

識・
対ソ
態
度と
根
本
的に
異なっ」
た
「旧
実
権
派

の
対ソ
認
識・
対ソ
態
度」
が
復
活
する
と
予
測
す
る

の
に
も
た
め
ら
わ
ざ
る
を
え
な
い。
毛
沢
東の
よ
うな

感
情
的な
対ソ
反
感が
背
後に
退
く
反
面、
「
四
つ
の

現
代
化」
の
進
行に
伴い
ナショ
ナ
リズ
ム
の
気
迫
は

少
な
く
と
も
か
な
り
長い
期
間
ま
す
ま
す
強
ま
り、
著

者の
分
類で
い
え
ば
「
民
族
問
対
立、
国
家
間
対
立」

の
基
盤
が
む
し
ろ
強
化
さ
れ
る
と
み
る
の
は
不
自
然で

あ
ろ
う
か。

全
体
を
通
し
て
叙
述の
重
複が
い
く
ら
か
み
ら
れ、

い
さ
さ
か
気
に
なっ
た
が、
そ
れ
は
比
較
的
短い
期
間

の
もつ
れ
あっ
た
中ソ
関
係に
多
方
面
か
ら
照
明
を
あ

て
る
作
業に
お
い
て
は、
避
け
ら
れ
な
い
乙
と
か
も
し

れ
な
い。

と
も
あ
れ、
ζ
うい
う
学
術
的
な
書
物に
よ
くみ
ら

れ
る
よ
うな
論
文
集で
は
な
く、
「
会
部で
約
六
五
O

枚の
書
き
下
し
原
稿か
ら
成っ
て
い
る」
本
書
は、
そ

れ
だ
け一
貫
した
椛
想
と
充
実
し
た
実
証で
すべ
て
が

統一
さ
れ
て
お
り、
読
者
を
と
ら
えて
陳さ
な
い
魅
力

を
もっ
て
い
る。
終
草に
い
う
よ
うに、
「
ヤ
ル
タ
休

制の
形
成
か
ら
五
0
年
代
後
半の
秘
め
ら
れ
た
中ソ
決

裂に
い
た
る
時
期の
中ソ
関
係
は、
そ
の
『
正
史』
と

『一刑判
面
史』
の
パ
ラ
ドッ
クス
と
い
う
点に
お
い
て
も、

現
代
史に
お
け
る
もっ
と
も
刺
戟
的な
国
際
関
係で
あ

っ
た」。わ
れ
わ
れ
は乙
乙
に
通
史と
し
て
の
「
誕
百

史」
を
手に
し
てこ
れ
ま
で
の
「
正
史」
が
い
か
に
虚

構の
う
えに
築
か
れ
てい
た
か
を
痛
感せ
ざ
る
を
え
な

い。
そ
の
意
味で、
木
警は
共
産
関
研
究に
関
心
を
抱

く
すべ
て
の
人
に
とっ
て、
賛
意
な
資産
と
な
る
で
あ

ろ・つ。

（
きど・
し
げ
る

ー ‘
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戸
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ら
で
あ
る。
さ
ら
に、
中
ソ
双
方
の
文
献
の
み
な

ら
ず 、
ヨ
ーロ
ッ

パ 、
ア
メ
H
カ
文
献
の
沙
猟
が

必
要
で
あ
り、
ま
た、
言
外
の
思
想
を
よ
み
を
る

と
と
も
大
切
な
作
業
と
な
っ
て
〈
る。

著
者
が、
乙
の
中
ソ
対
立
研
究
の
前
途
に
は
だ

か
る
諸
困
難
の
克
服
を
め
ざ
し
て、
大
胆
に
研
究

を
続
行
し、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
ら
れ
た
こ
と

に、
ま
ず
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
う。

本識
の
構
成
は、
序
説
と
終
傘
を
の
ぞ
い
て
六

議
よ
り
な
っ
て
い
る。
そ
し
て、
新
中
国
の
誕
生

前
後
か
ら、
台
湾
泌
峡
の
危
機
ま
で
を、
ほ
ぽ
ク

ロ
ノ
ロ
ジ
カ
ル
に
お
っ
て、
中
ソ
対
立
の
形
成
と

発
展
の
肢
史
を
展
開
し
て
い
る。
終
章
で
は、
中

閣
の
文
前半
終
了
と、
旧
実
統
派
の
台
頭
に
よ
っ
て

「
旧
突
秘
派
の
対
ソ
泌
識・
対
ソ
態
度
は
毛
沢
東

の
対
ソ
認
織・
対
ソ
態
度
と
は
線
本
的
に
奥
っ
て

い
た」
と
と
に
技
窓
を
喚
起
し、
「
中
ソ
対
立
の

構
造
的
性
絡
と
歴
史
的
な
経
過
に
照
し
た
と
き、

中
ソ
対
立
に
は、
い
ま
や
そ
の
変
化
の
可
能
性
を

な
か
じ
ま
・

み
ね
お
H
F

九
三
六
年
長
野
県
に

生

悲
議
選

ま
れ
る
。

東
京
外
阪
大
学
卒。

1
111
4

東
京
大
学
大
学
院
卒．

東
京

外
四州

大学
教
綬＠

と
の
問、

外
務

省特別
研
究
員
（
六
九

t
七
一

年）
な
ど
を
経
る
。
国

際

関係諭・
現
代
中間
学噂

攻 ．
著
書に
『
逆
説の
ア
ジ

ア』
吋現
代
中
国弛
ぼ
な
ど．

で、
ソ
，述
が
あ
く
ま
で
巾
問
を
従
属
下
に
お
き、

さ
ま
ざ
ま
な
利
機
を
求
め
る
の
に
対
す
る激
し
い

抵
抗
が
あ
。
た
こ
と
を、
我々

は
知
り
う
る
の
で

あ
る。
＼

し
か
し、
本
務
の
も
っ
と
もユ
ニ
ー
ク
な
点

，
は、
第
五
識
の

高岡
市事
件
に
つ
い
て
の
部
分
で
あ

ろ
う。
旧
満
州
の
独
立
主
同
化
を
余
附
し
て
い
た

中
国
共
産
党
の
幹
郎、

高出閥
ら
と
ス
タ
1
9
ン
の

関
係、
そ
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
側
か
ら
の
毛
沢
東
へ

の

高尚
第
告、
一
九
五
五
年
の

商閥
ら
の
断
罪
と

い
う
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
事
件
は、
ス
タ
ー
リ
ン

の
死
と
ス
タ
J
P
ン
批
判
の
中
間
期
に
お
き
た、

中
国
共
践
党
を
ゆ
さ
ぶ
る
大
事
件
で
あ
っ
た
が、

従米、
と
の
事
件
の
内
容
は、
必
ず
し
も
明
ら
か

で
は
な
か
っ
た。

著
者
は
ζ
の
経
過
を
追
跡
し
て、
中ソ
関
係
の

中
に
位
置
づ
け、
あ
わ
せ
て、
こ
の
事
件
に
示
さ

支
え
る
条
件
が
徐々
に
成
熟
し
つ
つ
あ
る
こ
と
も

無
視
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い」
と
の
べ
て
い

’Q。

、

と
の
終
訟
が、
「
・中
ソ
対
立
の

神話」
と
題
さ

れ
て
い
る
ゆ
え
ん
で
あ
る、
と
の
考
え
の
中
に、

い
わ
ば
著
者
の
中
国
税、
文
革
鋭
が
凝
納
し
て
い

る
よ
う
に
思
え
る
が、
そ
れ
が
本
書
の
お
題
と
な
？

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い。
水
道
の－
つ
の
欠
陥

と
い
え
ば、
序
章
か
ら
六
議
ま
で
の一
貫
し
た
テ

ー
マ
が、
と
の
終
草
と
必
ず
し
も
ス
ム
ー
ス
に
は

つ
な
が
ら
な
い
点
に
あ
る
と
思
え
る。
つ
ま
り、

一
九
六
O
年
以
降
の
中
ソ
対
立
の
宏一向
化、
文
革

時
代
の
中
ソ
対
立
が
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で

あ
ろ
う。
し
か
し、
と
の
点
は、
次
の
力
作
に
期

待
す
る
ほ
か
は
な
い。

著
者
は、
中
ソ
対
立
の
発
端
を
ヤ
ル
タ
体
制
そ

の
も
の
に
求
め
る。
と
の
米
英
ソ
の
三

首脳
会
践

で
構
怨
さ
れ
た
ヤ
ル
タ
体
制
が、
刷
出惜
の
危
機
を

内
包
し
て
い
た
ζ
と、
つ
ま
り、
ヤ
ル
タ

協定
締
約

事
項
で、
米
英
は
ス
タ
1
9
y
を
対
日

参戦
に
さ

そ
い
ζ
む
好
仰
と
し
て
、

中
国
の
主
総
位
当
に
よ

る
ツ
辿
の
柄
引米
総
益
の
回
復
を
は
か
る
と
と
を
約

束
し
た
ζ
と
に
あ
る
と
し
て
い
る。
山叩
凶
は
「
人

身
御
供」

に
さ
れ
た
の
で
あ
る。

周
知
の
よ
う
に

ス
タ
l
p
ン
筒、
対
日
峨
勝
利
の
さ
い、
日
係
以

れ
た
毛
沢
東
の
盗
妙、
そ
し
て、
市
件
の
処
刑制
を

劉

少脊、
そ
し
て
郡
小
平
に
ゆ
だ
ね
て
い
く
微
妙

な
う
ど
き
を
明
示
し
て
い
る。
本
必
で
は、
ス
タ‘

1
’p
y
が、
械
東
縦
鋭、
と
く
に
旧
満
州
に
つ
ね

に
食
慾
と
も
い
え
る
食
指
を
う
ど
か
し
て
き
た
こ

と
を
綿
密
に
あ
と
づ
け
て
お
り、
そ
の
中
に
町
出同

事
件
を
お
く
と、
は
じ
め
て、
事
の
真
相
が
明
白

に
な
る
ζ
と
を
し
め
し
た
も
の
で
あ
る。
ζ
の
棋

は、

評点引
に
と
っ
て、
と
り
わ
け
学
ぶ
ζ
と
の
多

か
っ
た
所
で
あ
る。

本
書
が、
つ
ね
に、
旧
満
州、
モ
Y
ゴ
ル
な
ど

の
中
ソ
対
立
で
は一

見掛同
地爪
に
お
か
れ
そ
う
な
地

域
に
視
点
を
す
え
て、
論
旨
を
展
開
し
て
い
る
こ

と
は、中

ソ
対
立
の
現
実
性
を
把
握
す
る
う
ゑ
に
誌
だ

有
効
な
と
と
で
あ
っ
た。
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国

と、
中
国
の
内
モ
シ
ゴ
ル
を
分
断
同
家
と
し
て
考

争
の
従
惣
を
な
し
と
げ
た
と、
凱
歌
を
あ
げ
た
ほ

ど、
日
露
戦
争
の
敗
北
を
国
辱
と
考
え
つ
づ
け
て

き
た
指
滋
者
で
あ
っ
た。
ヤ
ル
タ
の
街
約
は
ス
タ

ー
リ
ン
に
と
っ
て、
外
交
的
勝
利
で
あ
っ
た
し、

ま
た
ス
タ
l
リ
y
は
中
国
共
能
党
の
力
放
を
認
め

，
て
い
な
か
っ
た。
と
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
桜
京
総
益

確
保
が、
新
中
国
誕
生
ま
も
な
い
頃
の
毛
沢
東
の

モ
ス
ク
ワ
訪
問
で、
は
げ
し
い
対
立
を
う
み
だ
し

た
こ
と
を、
第一
識
は
説
得
的
に
股
闘
し
て
い

唱。。従
米
の
一
九
五
六
年
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
災

機
と
し
た
中
ソ
対
立
論
を、
さ
ら
に一
歩．
栓
史
的

）

に
深
め
た
わ
け
で
あ
る。
さ
ら
に、
こ
の
時
川、

制

ア
メ
リ
カ
の
対
中
政
策
に
つ
い
て
も
考
然
が
加
え

（

ら
れ
て
い
る
が、
本
書
の
特
色
の一
つ
が、
つ
ね

に、
中
ソ
の
み
な
ら
ず、
ア
メ
リ
カ
の
「
限」
か

、
ら
み
て
い
る
こ
と
に
あ
る
ζ
と
は
付
訂
す
る
ま
で

も
な
い。

毛
沢
東
と
ス
タ
1
p
y
の
対
立
は、
本
お
に
よ

っ
て、
意
外
に
根
深
い
も
の
が
あ
っ
た
ζ
と
が
明

瞭
に
示
さ
れ
て
い
る。
そ
し
て、
当
時
の
ソ
辿一

辺
倒
の
政
鋭
が、
災
は、
毛
沢
東
に
と
っ
て
苦
渋

に
み
ち
た
巡
択
で
あ
っ
た
ζ
と
が
分
析
さ
れ
て
い

る。
近
く
似
楽
が
予
怨
さ
れ
て
い
る一
九
五
O
咋
ー

の
中
ソ
友
灯
川
班
相
五
扱
助
条
約
の

詩抄
の
内
務

え
よ
と
の
示
唆
も、
学
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
る。

し
か
し、
第
四
歳
の
「
朝
鮮
戦
争
と
山中
ソ
対

立」
位、
ソ
述
の
旧
満
州
文
配
の
お
そ
れ
を
巾・
国

の
参
戦
と
か
ら
ま
せ
て
論
述
し
て
い
る
部
分
は、

も
う
す
ζ
し
級
衝
に
展
開
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た

ろ
う
か。

と
も
あ
れ、
本
認
が、
本
織
的
な
中
ソ
対
立
の

際
出入

分析
の
識
で
あ
る
ζ
と
は、
問
述
い
な
い
と

と
ろ
で
あ
る。

、
．

慾
を
い
え
ば、
ソ
述
で
で
て
い
る
中
ソ
関
係
資

料
や
回
想
録
な
ど
を、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
「
回
想

録」
な
ど
と
汲
ね
あ
わ
せ
て、
使
え
ぽ、
も
っ
と

興
味
深
い
古
川汗
な
作口聞
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ

。

、

‘

〉円ノ
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現
代
向ー
ソ
対
立
を
理
解
す
る
必
読
の
訴
と
い
う

べ
き
設
で
あ
る。

（
中
央公
油
社・－
七
O
O
円）

N

H

K

健

康

百

話
儲

K
編
NH
K
ラジ
オ
で
好
評の「
健
掛川白
話』
争vも
とに 、

病と
健
康に
関
わる

切災なテ
l？
を 、

民法由骨各分
野の第一

人
者が
話る健
康
知

識満載の

対談需

・
各85
0
同一T削

思
第1
巻・
第H
巻・・・
発
売
中HHH

・
第m
拳：
3
月下
旬

雲冗予
定

NHKブックス

古惚築のイメージ
木村徳国 古代にその骨怖
を形成したわ品租医府の建
柴文化を、古E同己、日本書紀
7TJf<集�の文献か ら探求す
るヴ：f駒内な試み．・650円

NHKブックス

現代「地名」考
谷川健一編著 地t,｛まlllな
る �i!�｝ではない と鰍繁なi次
変に危機を抱 〈 研究おたち
が、 地名のr,11泌に多彩な抗
f沙、 ら追求す る 。・600円

位里村山＠
東京都渋谷区宇関川田J4H
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